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松井神社の「臥龍梅」満開

TOPIC
古閑中町宅地分譲中
公募抽選・随時販売受付中

再び八代へ 円山応挙
京都相国寺と金閣・銀閣の名宝展

介護予防日常生活支援総合事業
住み慣れた地域で自分らしい生活を

国民健康保険税の仮算定
国保税（仮算定）納税通知書を送付

介護保険料の仮徴収
前年度の賦課状況に応じて算定

特定・複合健診
健診のメリットとサポート

道路占用許可制度
道路などへの広告物の設置は許可が必要

市税納期一覧
市県民税や固定資産税の納期をお知らせ

妙見祭を彩る人たち
神幸行事と祭りを彩る人たちの思いを紹介

後期高齢者医療保険のお知らせ
後期高齢者医療制度の対象者
平成29年度保険料額

松井神社の「臥龍梅」が満開を迎えた3月上旬、
　　　　　　春の香りに誘われたメジロがやってきました。
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古閑中町宅地（保留地）分譲中
八代都市計画事業 八千把地区土地区画整理事業

番 号 土 地 面 積 価　　格
③保2-1 361㎡（約109坪）11,428,000円

番 号 土 地 面 積 価　　格
⑥保19-1 767㎡（約232坪）18,413,000円

番 号 土 地 面 積 価　　格
⑫保45-1 298㎡（約90坪） 7,765,000円

番 号 土 地 面 積 価　　格
⑭保58-1 229㎡（約69坪） 5,986,000円
⑮保58-2 229㎡（約69坪） 5,985,000円

番 号 土 地 面 積 価　　格
①保1-3-1 988㎡（約299坪）33,416,000円
②保5-1 302㎡（約91坪） 7,963,000円

番 号 土 地 面 積 価　　格
④保11-1 181㎡（約54坪） 6,026,000円
⑤保12-1 852㎡（約258坪）22,345,000円

番 号 土 地 面 積 価　　格
⑧保54-2 300㎡（約90坪） 7,816,000円
⑨保54-3 300㎡（約90坪） 7,806,000円
⑩保54-4 329㎡（約99坪） 8,579,000円

番 号 土 地 面 積 価　　格
⑦保74-1 476㎡（約144坪）12,097,000円

番 号 土 地 面 積 価　　格
⑪保57-1 262㎡（約79坪） 6,812,000円

番 号 土 地 面 積 価　　格
⑬保52-1 195㎡（約59坪） 6,143,000円

①随時販売受付中

④・⑤随時販売受付中

⑦随時販売受付中

⑪随時販売受付中

⑪

⑪

⑦

⑦

④

④

⑤

⑤

③随時販売受付中

⑥随時販売受付中

⑧・⑨・⑩随時販売受付中

⑧

⑧～⑩

⑨⑩

⑥

⑥

③

③

①

①

②公募抽選販売受付中

②

②

⑫公募抽選販売受付中

⑭・⑮公募抽選販売受付中

⑭

⑭

⑮

⑮

⑬公募抽選販売受付中

⑬

⑬

⑫

⑫

先着順で随時販売しています。
同一週内に応募者が重複した場合は、
抽選となります。

4 月 28 日㈮まで公募します。
期限までに応募者が重複した場合は、
抽選となります。

随時販売受付中

公募抽選販売受付中

■用途区域
　第1種住居地域／第 2種中高層専用住宅地
　（建ぺい率60％、容積率 200％）
■校　　区
　八千把小学校・八代第四中学校（北部幹線東側）
　特別地区（北部幹線西側）
　※一部区域は松高小学校・八代第一中学校も可
　　（要問合せ）
■市営上水道／下水道あり
　ガスはプロパン
■区画道路幅員
　6～ 8m（電力などの供給のため、敷地内に電
柱が必要となる場合があります）

　《問合せ》
　都市整備課 八千把地区土地区画整理事務所
　☎30-0822

セブンイレブン
八代古閑浜店

スーパーキッド古閑中町店コスモス古閑中店

ファミリーマート
八代古閑中店

八千把土地区画
整理事務所

北

部

幹

線

Ｎ
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円
山
応
挙

― 

京
都
相
国
寺
と
金
閣
・
銀
閣
の
名
宝
展
ふ
た
た
び 

―

平
成
29
年
度
春
季
特
別
展
覧
会 

熊
本
地
震
復
興
祈
念

熊
本
地
震
を
乗
り
越
え
、
再
び
八
代
へ

八代市立博物館未来の森ミュージアム

4/21㈮ ㈰6/4～

☎34 ｰ 5555
■観覧料／一般 600 円（480 円）、高大生 400 円 (320 円）、中学生以下無料
　　　　　※（　）内は 20 人以上の団体料金
　　　　　※５月５日（金・こどもの日）は無料開館日
■開館時間／午前 9 時～午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで）

■展覧会講座／「円
ま る や ま お う き ょ

山応挙の世界～展覧会鑑賞のツボ～」
講師：鳥津亮二（当館学芸係長）
日時：４月23日㈰ 午後２時～3時30分
会場：市立博物館講義室
　　　　　　　  ※聴講無料、先着 80 人、事前申込不要

■休館日／毎週月曜日

■主催／市立博物館未来の森ミュージアム
　　　　八代市

■特別協力／相
しょうこくじじょうてんかく

国寺承天閣
　　　　　　美術館（京都市）

円山応挙筆 「牡丹孔雀図」（部分）　 国指定重要文化財　 相国寺所蔵　
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ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す

　
新
し
い
介
護
予
防

　
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

～ 住み慣れた地域で
　　　自分らしい暮らしを
　　　　　続けていくために ～

問合せ　長寿支援課（本庁仮設庁舎西棟 1 階） 
　　　　☎ 33-4436

  

事
業
の
考
え
方

　

市
で
は
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

だ
け
で
な
く
、
一
般
介
護
予
防
事
業
や
そ
の
他
自
主

事
業
を
含
め
、「
集
中
介
入
期
」「
移
行
期
」「
生
活
期
」

の
３
段
階
の
体
制
を
作
り
、
対
象
者
が
自
身
の
状
況

に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
自
立
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

  

総
合
事
業
の
種
類

　

総
合
事
業
に
は
、
要
支
援
１
・
２
の
認
定
を
受
け

た
人
や
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
り
生
活
機
能

の
低
下
が
見
ら
れ
た
人
（
事
業
対
象
者
）
が
利
用
で

き
る
「
①
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

と
65
歳
以
上
の
全
て
の
人
が
利
用
で
き
る
「
②
一
般

介
護
予
防
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

①
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

こ
れ
ま
で
の
要
支
援
の
人
に
対
し
て
、
介
護
予
防

給
付
と
し
て
全
国
一
律
の
形
で
実
施
さ
れ
て
い
た

「
介
護
予
防
訪
問
介
護
」
と
「
介
護
予
防
通
所
介
護
」

は
、
市
の
事
業
と
し
て
平
成
28
年
４
月
よ
り
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
は
、
左
図
の
と

お
り
で
す
。

②
一
般
介
護
予
防
事
業

　

65
歳
以
上
の
人
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
教
室
参
加
者
の
た
め
の
介
護
予
防
・
健
康
づ
く

り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

  

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
用

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
総
合
支
援
事
業

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
活
用
く
だ
さ
い
。

 

総
合
事
業
　
Ｑ
＆
Ａ

やまびこ
第2包括

☎ 30-8071

担当校区
龍峯・太田郷・千丁・昭和

第１包括

ふるさと
担当校区
鏡・東陽・泉
☎ 53-2601

第3包括

みらい
担当校区
松高・八千把
☎ 33-9880

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
一
覧
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・元気アップチャレンジ教室
・元気が出る学校
　（訪問スポットリハ含む）
・元気になるプール＆ジムトレ
・口腔機能改善教室

サービスの種類

集中介入期
【廃用症候群からの脱却】

移　行　期
【地域活動に参加できる
体力づくり、状態の維持
・改善を目指す】

生　活　期

【憩いの場に通う】

・旧介護予防訪問介護
　相当サービス
・えぷろんケアサービス
・シルバーえぷろんケア
　サービス
・旧介護予防通所介護
　相当サービス
・お達者クラブ

・やつしろ元気体操教室
・集いの広場
・いきいきサロン
・老人クラブ
・地域活動
・自主事業の教室
・その他趣味活動

高

高

低

元
　
気
　
度

介護予防の必要性
　
　

そ
も
そ
も
、
総
合
事
業
っ
て
何
で
す
か
？

　
　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
介

護
予
防
通
所
介
護
・
介
護
予
防
訪
問
介
護
は
、
全
国

一
律
の
も
の
か
ら
、
市
町
村
が
実
施
す
る
総
合
事
業

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
市
は
、
平
成

28
年
４
月
よ
り
順
次
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
　

総
合
事
業
が
始
ま
っ
た
ら
、
要
支
援
１
・
２
の

人
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
な
く
な
っ
た

の
で
す
か
？

　
　

訪
問
介
護
と
通
所
介
護
に
つ
い
て
は
、
総
合
事

業
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
用

具
レ
ン
タ
ル
な
ど
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

も
、
要
支
援
認
定
の
あ
る
人
は
従
来
ど
お
り
ご
利
用

に
な
れ
ま
す
。

　
　

要
介
護
・
要
支
援
認
定
の
申
請
を
行
う
こ
と
と
、

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
受
け
る
こ
と
と
は
ど
う
違

う
の
で
す
か
？

　
　

要
介
護
・
要
支
援
認
定
申
請
は
、
申
請
か
ら
結

果
通
知
ま
で
、
平
均
約
１
カ
月
か
か
り
ま
す
。
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
場
合
は
ご
本
人
が
い
く
つ
か
の

質
問
事
項
に
回
答
い
た
だ
く
こ
と
で
、
概
ね
１
週
間

ほ
ど
で
結
果
が
分
か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
認
定
申
請

よ
り
も
迅
速
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

 

総
合
事
業
　
Ｑ
＆
Ａ

ＱＡＱＡＱＡ

＜

＜

》》》

介護予防生活支援
サービス事業

一般介護予防事業

》》》

第4包括
しおかぜ

担当校区
代陽・八代・麦島・郡築

☎ 37-3337

第5包括
くまがわ

担当校区
植柳・高田・金剛・宮地
☎ 35-1111

第6包括
おれんじ
担当校区
日奈久・二見・坂本
☎ 38-3373

介護予防生活支援
サービス事業

※
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
、
地
域
に
お
け

　
る
介
護
相
談
の
窓
口
で
す
。
市
内
に
は
６
施
設

　
が
あ
り
、
担
当
校
区
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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または各支所健康福祉地域事務所

●平成 29 年度 国保税（仮算定）納税通知書を送付します
●収入が 0 円の人も申告が必要です　　　　　　　

問合せ 国 保 ね ん き ん 課（ 本 庁 仮 設 庁 舎 西 棟 1 階 ） 
☎33-4113

国
保
税（
仮
算
定
）納
税
通
知
書
を

送
付
し
ま
す

　
平
成
29
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
（
仮
算
定
）
の

納
税
通
知
書
を
、
４
月
中
旬
頃
ま
で
に
世
帯
主
宛
て

に
送
付
し
ま
す
。
世
帯
主
が
国
保
加
入
者
で
な
く
て

も
、
世
帯
内
に
国
保
加
入
者
が
い
る
場
合
は
、
世
帯

主
が
納
税
義
務
者
で
す
。

　
平
成
29
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
額
は
、
７
月
の

本
算
定
で
確
定
し
ま
す
。

　

仮
算
定
期
間
は
、
１
～
３
期
（
４
・
６
・
８
月
）
で

す
。
平
成
28
年
度
６
期
分
（
２
月
）
と
同
額
、
ま
た

は
平
成
28
年
度
国
保
税
年
額
の
６
分
の
１
相
当
額
を

各
１
期
分
の
税
額
と
し
て
算
定
し
て
い
ま
す
。

▼
普
通
徴
収
世
帯
（
納
付
書
や
口
座
振
替
）

▼
特
別
徴
収
世
帯
（
年
金
差
引
）

納期

仮
算
定

1 期 4月
2期 5月
3期 6月

本
算
定

4 期 7月
5期 8月
6期 9月
7期 10月
8期 11月
9期 12月
10期 1 月
11期 2月
12期 3月

納期

仮
算
定

1 期 4月
2期 6月
3期 8月

本
算
定

4 期 10月
5 期 12月
6期 2月

収
入
が
０
円
の
人
も

　
　
申
告
が
必
要
で
す

　

確
定
申
告
や
市
県
民
税
申
告
が
不
要
な
人
で
も
、

国
保
税
の
算
定
や
軽
減
判
定
を
す
る
た
め
に
、
申
告

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
次
の
人
以・

・外
は
、
収

入
が
な
い
場
合
で
も
、
申
告
が
必
要
で
す
。

・
給
与
収
入
者
※

・
年
金
受
給
者
※

・
確
定
申
告
を
税
務
署
に
し
た
人

・
市
県
民
税
の
申
告
を
市
に
し
た
人

・
18
歳
未
満
の
人

※
給
与
収
入
者
や
年
金
受
給
者
で
も
、
そ
れ
以
外
に

　

所
得
が
あ
る
場
合
は
申
告
が
必
要
で
す
。

　

申
告
が
な
い
と
次
の
よ
う
な
不
利
益
を
生
じ
る
場

合
が
あ
り
ま
す

・
国
保
税
の
算
定
に
用
い
る
所
得
が
分
か
ら
な
い
た

　

め
、標
準
的
な
課
税
と
な
り
、低
所
得
世
帯
で
あ
っ

　

て
も
国
保
税
が
軽
減
さ
れ
な
い
。

・
前
期
高
齢
者
（
70
～
74
歳
）
の
負
担
割
合
、
食
事

　

代
減
額
や
高
額
療
養
費
支
給
の
自
己
負
担
限
度
額

　

の
判
定
が
で
き
な
い
。

平成 29 年度

国民健康保険税の仮算定

熊
本
地
震
に
係
る

　『
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
』

　『
一
部
負
担
金
の
免
除
』

　
　
　
　
　
の
延
長
に
つ
い
て

　

熊
本
地
震
に
お
い
て
、
住
ま
い
の
住
宅
に
半

壊
以
上
の
被
害
が
あ
っ
た
人
に
つ
い
て
、
平
成

28
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
を
申
請
に
よ
り
減

免
、
平
成
29
年
２
月
末
ま
で
の
診
療
分
の
一
部

負
担
金
を
証
明
書
に
よ
り
免
除
し
て
い
ま
し
た

が
、
と
も
に
９
月
30
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

【国民健康保険税の減免】　
　①平成29年度税額のうち、4月から 9月までの 6カ月相
　　当分が減免の対象となります。
　②減免額は、年税額が確定する本算定時（7月中旬）に算
　　定し、お知らせします。
　③平成28年度の国民健康保険税が減免済みの人は、新た
　　に申請書をご提出いただく必要はありません。

【一部負担金の免除】
　①平成29年 9月診療分までが対象となります。
　②延長分の免除証明書は対象者へ2月 24日に送付してい
　　ます。

　

仮
算
定
期
間
は
、
１
～
３
期
（
４
・
５
・
６
月
）
で

す
。
平
成
28
年
度
国
保
税
年
額
の
12
分
の
１
相
当
額

を
各
１
期
分
の
税
額
と
し
て
算
定
し
て
い
ま
す
。
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納
期
と
税
額
の
計
算
方
法

・
確
定
申
告
を
税
務
署
に
し
た
人

・
給
与
収
入
者

・
年
金
受
給
者

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

お
知
ら
せ

問
合
せ
　
国
保
ね
ん
き
ん
課

　
　
　
　（
本
庁
仮
設
庁
舎
西
棟
１
階
）
☎
33
４
４
９
０

・
75
歳
以
上
の
人
（
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
自
動
的
に

　

加
入
）

・
65
歳
か
ら
75
歳
未
満
の
人
で
、
一
定
の
障
が
い
が

　

あ
る
人

※
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
人
と
は
、
身
体
障
害
者
手

　

帳
に
記
載
さ
れ
た
障
が
い
の
等
級
が
１
～
３
級
と

　

４
級
の
一
部
の
人
な
ど
で
す
。

※
一
定
の
障
が
い
に
該
当
す
る
人
の
加
入
（
障
が
い

　

の
認
定
の
申
請
）
は
任
意
で
、
い
つ
で
も
申
請
す

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
人

 

平
成
29
年
度
の
保
険
料
額

・
保
険
料
は
被
保
険
者
一
人
一
人
が
納
め
ま
す
。

・
保
険
料
率
は
、
熊
本
県
内
で
均
一
で
す
。

 

保
険
料
の
軽
減
内
容
を
見
直
し

【
所
得
が
低
い
人
の
軽
減
】

・
均
等
割
額
の
軽
減《
５
割
・
２
割
軽
減
対
象
者
の
拡
大
》

　

被
保
険
者
と
世
帯
主
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
額

に
よ
り
、
９
割
・
8.5
割
・
５
割
・
２
割
の
４
段
階
で

軽
減
さ
れ
ま
す
。

・
所
得
割
の
軽
減
《
５
割
軽
減
→
２
割
軽
減
へ
見
直
し
》

　

被
保
険
者
の
総
所
得
金
額
等
が
91
万
円
を
越
え
な

い
人
は
、
２
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

【
扶
養
さ
れ
て
い
た
人
の
軽
減
】

・
均
等
割
額
の
軽
減《
９
割
軽
減
→
７
割
軽
減
へ
見
直
し
》

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
前
日
ま
で
、

被
用
者
保
険
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
人
は
、
７

割
軽
減
さ
れ
ま
す
。（
所
得
割
額
は
か
か
り
ま
せ
ん
）

※
被
用
者
保
険
と
は
協
会
け
ん
ぽ
、
健
保
組
合
、
共

　

済
組
合
な
ど
で
す
。

 

保
険
料
の
納
め
方

【
普
通
徴
収
の
人
】

　

平
成
29
年
７
月
か
ら
納
付
書
か
口
座
振
替
（
年
９

回
）
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
た
ば

か
り
の
人
は
、
年
金
か
ら
の
差
し
引
き
開
始
ま
で
６

カ
月
か
ら
１
年
ほ
ど
か
か
る
た
め
、
納
付
書
か
口
座

振
替
で
の
納
付
が
必
要
で
す
。

【
特
別
徴
収
の
人
】

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
年
金
か
ら
の
差
し
引
き
（
年

６
回
）
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

　

ま
た
、
４
・
６
・
８
月
に
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
る

保
険
料
額
（
２
月
に
差
し
引
か
れ
た
金
額
と
同
額
）

は
、
昨
年
７
月
に
送
付
し
た
保
険
料
決
定
通
知
書
に

記
載
し
て
い
ま
す
。

 

特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
へ
の
変
更
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
は
原
則
、
特
別

徴
収
（
年
金
か
ら
の
差
し
引
き
）
で
す
が
、
申
し
出

に
よ
り
、
保
険
料
を
口
座
振
替
で
の
納
付
に
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

医
療
機
関
の
適
正
受
診
の
お
願
い

　

休
日
や
夜
間
に
救
急
医
療
へ
の
受
診
が
増
え
、
緊

急
性
の
高
い
重
症
患
者
の
治
療
に
支
障
を
き
た
し
て

い
ま
す
。
必
要
な
人
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
医
療
機
関
の
受
診
や
薬
局
で
お
薬
を
も

ら
う
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
場
合
は
、
軽
い
症
状
で
も
昼

　

間
の
診
療
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

②
か
か
り
つ
け
の
医
師
を
も
ち
、
気
に
な
る
こ
と
が

　

あ
れ
ば
、
早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

③
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と

　

は
避
け
ま
し
ょ
う
。

④
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）
を
利
用

　

し
ま
し
ょ
う
。

⑤
複
数
の
薬
を
使
用
す
る
場
合
は
、
飲
み
合
わ
せ
に

　

よ
っ
て
副
作
用
が
強
く
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

お
薬
手
帳
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
既
に
処
方
さ
れ

　

て
い
る
薬
を
医
師
や
薬
剤
師
に
伝
え
、
飲
み
合
わ

　

せ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

 「
身
体
の
健
診
」
と
「
歯
と
口
の
健
診
」
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

大
き
な
病
気
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
、
毎
年

１
回
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
高
齢
者
健
診
は

８
０
０
円
、
高
齢
者
歯
科
健
診
は
４
０
０
円
で
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
人
へ
の

 

お
知
ら
せ

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
り
住
宅
が
全
半
壊

の
被
災
を
さ
れ
た
人
に
つ
い
て
、
次
の
支
援
措

置
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
国
保
ね
ん

き
ん
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【保険料の減免】
　住宅の被害状況により平成29年度の保険料が減免され
　ます。
【一部負担金の免除】
　医療費の一部負担金の免除期間が9月 30日まで延長さ
　れます。なお、現在お持ちの有効期限が2月 28日まで
　の「一部負担金免除証明書」は、そのまま使用できます。
　※保険料の減免や免除証明書の申請をされていない人
　　は、「被保険者証・り災証明書・印鑑」を持参の上、
　　早めに手続きをお願いします。
　　また、既に医療機関に支払われた一部負担金は、申請
　　により還付されます。（要領収書）

※年額５７万円が上限です

　所得割額

［総所得金額等－33万円］
×所得割率（9.26％）

　均等割額

47,900円

＋

＝
保険料額（年額）

※1

※2

※
１　

均
等
割
額
と
は
、
被
保
険
者
全
員
が
等
し
く

　
　
　

負
担
す
る
保
険
料

※
２　

所
得
割
額
と
は
、
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る

　
　
　

保
険
料
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● 

普
通
徴
収
の
人 

（
納
付
書
払
い
や
口
座
振
替
の
人
）

● 
特
別
徴
収
の
人
（
年
金
天
引
き
の
人
）

所得段階
区分

算 定 方 法 
（基準額×保険料率）

年間
介護保険料

第1段階 基準額 × 0.45 31,300 円

第2段階 基準額 × 0.75 52,200 円

第3段階 基準額 × 0.75 52,200 円

第4段階 基準額 × 0.90 62,600 円

第5段階 69,600 円 
（基準額） 69,600 円

第6段階 基準額 × 1.20 83,500 円

第7段階 基準額 × 1.30 90,500 円

第8段階 基準額 × 1.50 104,400 円

第9段階 基準額 × 1.70 118,300 円

平成 29 年度 介護保険料の年額をチェック

　

年
金
支
給
時
に
介
護
保
険
料
を
差
し
引
く
方
法

を
特
別
徴
収
と
い
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
特
別
徴
収
の
人
は
４
月

分
と
６
月
分
の
介
護
保
険
料
は
２
月
分
の
介
護
保

険
料
と
同
額
に
な
る
た
め
、４
月
の
通
知
は
が
き

を
送
付
し
ま
せ
ん
。

※
熊
本
地
震
に
よ
り
減
免
を
受
け
た
人
で
、特
別
徴

　

収
が
中
止
に
な
っ
た
人
は
、普
通
徴
収
の
取
り
扱

　

い
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

納
付
書
や
口
座
振
替
で
介
護
保
険
料
を
納
め
る

方
法
を
普
通
徴
収
と
い
い
ま
す
。

　

納
付
書
払
い
の
人
に
は
４
～
６
月
分
の
納
付
書

を
、口
座
振
替
の
人
に
は
４
～
６
月
に
口
座
か
ら

引
き
落
と
し
予
定
の
金
額
を
明
記
し
た
通
知
は
が

き
を
送
付
し
ま
す
。

仮
徴
収

1 期 4月
2期 5月
3期 6月

本
徴
収

4 期 7月
5期 8月
6期 9月
7期 10月
8期 11月
9期 12月
10期 翌 1月
11期 翌 2月
12期 翌 3月

納　期

仮
徴
収

1 期 4月
（2月と同額）

2 期 6月
（2月と同額）

3 期 8月

本
徴
収

4 期 10月

5期 12月

6期 翌 2月

　納　期

スタート

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

生活保護を受けて
いる

本人が市町村民税
を課税されている

世帯内に市町村民
税を課税されてい
る人がいる

本人の前年の合計所得金額と課税年金
収入額の合計が

80万円以下　　　　　　　⇒ 第1段階
80万円超～120万円以下　⇒ 第2段階
120万円超 　　　　　　　⇒ 第3段階

本人の前年の合計所得金額が

120万円未満  　　⇒ 第6段階
120万円以上～190万円未満
  　　　　　　　　⇒ 第7段階
190万円以上～290万円未満
  　　　　　　　　⇒ 第8段階
290万円以上  　　⇒ 第9段階

本人の前年の合計所得金額と
課税年金収入額の合計が

80万円以下 　　　⇒ 第4段階
80万円超 　　　　⇒ 第5段階

第1段階

平成29年度 介護保険料の仮徴収
普通徴収（4月・5月・6月）
特別徴収（4月・6月・8月）

　65歳以上の人の介護保険料は、平成28年の所得が確定
するまでは、暫定的に前年度の賦課状況に応じて算定した
額を納める「仮徴収」を行います。

問合せ　長寿支援課（本庁仮設庁舎西棟 1 階）☎ 32-1175

第6期（平成27～29年度）介護保険料額

※
７
月
以
降
（
特
別
徴
収
は
８
月
以
降
）の
介
護
保
険

　

料
は
、年
間
の
介
護
保
険
料
が
決
定
す
る
７
月
中

　

旬
に
発
送
し
ま
す
。
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月 日 曜 会　場
4 20 木

ハーモニーホール

21 金
22 土
23 日
24 月
25 火
26 水
27 木

八代市
保健センター

28 金
29 祝
30 日

5 1 月

ハーモニーホール

2 火
6 土
7 日
8 月
9 火

10 水
11 木

八代市
保健センター

12 金
13 土
14 日
15 月
16 火 ハーモニーホール

6 1 木
八代市
保健センター

2 金
3 土
4 日
5 月 ハーモニーホール6 火
7 水 八代市保健センター
8 木

ハーモニーホール
  9 金
11 日
12 月
13 火
14 水 八代市保健センター

月 日 曜 会　場
4 22 土

鏡保健センター

23 日
24 月
25 火
26 水
27 木
28 金
29 祝
30 日

5 1 月
千丁コミュニ
ティセンター

（旧千丁公民館）

2 火
6 土
7 日
8 月

  9 火 鏡保健センター10 水
11 木

東陽地域福祉
保健センター12 金

13 土
14 日 泉地域福祉

センター
さわやか荘

15 月
16 火
17 水 坂本コミュニ

ティセンター
（旧坂本公民館）

18 木
19 金

毎
年
、
健
診
を
受
け
て
い
ま
す
か
？

受
け
て
ト
ク
す
る
特
定
健
診

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
、
家
計
の

支
出
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
糖
尿
病
に
か
か
り
合
併
症
が
１
つ
増
え
る

ご
と
に
、
支
払
う
医
療
費
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
し
ま
い

ま
す
。
さ
ら
に
仕
事
に
も
影
響
し
、
収
入
に
も
悪
影
響

が
出
て
し
ま
う
こ
と
も
。

　

特
定
健
診
は
、
５
０
０
円
の
自
己
負
担
で
生
活
習
慣

病
を
早
期
に
発
見
で
き
、
家
計
の
支
出
増
加
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

複
合
健
診
は
、
特
定
健
診
や
が
ん
検
診
な
ど
希

望
す
る
健
診
が
１
日
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
検
査
は

午
前
中
に
終
わ
り
ま
す
。

　

申
込
書
は
、
広
報
や
つ
し
ろ
２
月
号
に
折
り
込

み
ち
ら
し
と
し
て
配
布
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
だ
申

込
者
数
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
を
お
忘

れ
の
人
は
、
八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

健
診
結
果
か
ら
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
い
人

に
特
定
保
健
指
導
（
無
料
）
が
行
わ
れ
ま
す
。
保
健
師
、

管
理
栄
養
士
が
あ
な
た
に
あ
っ
た
健
康
づ
く
り
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

問合せ
八代市保健センター

☎ 32-7200
鏡 保 健 セ ン タ ー
    ☎ 52-5277

春 

で
す

複
合
健
診
、始
ま
り
ま
す

健診の種類 対象者 料金（円）

特定健診 40歳～74歳の
八代市国保加入者 500

高齢者健診 後期高齢者医療
加入者 800

肺がん・結核検診 40歳以上 300

胃がん検診 40歳以上 1,400

大腸がん検診 40歳以上 500

腹部超音波健診 40歳以上 1,100

乳がん検診
40～49歳の女性 1,500

50歳以上の女性 1,100

子宮頸がん検診 20歳以上の女性 1,200

※歯周疾患検診 40歳～74歳 900

複合健診の対象者と料金

※歯周疾患検診を行う日は限定されています。

■坂本・千丁・鏡・東陽・泉地域 ■八代地域

平成 29 年度 複合健診日程

が
ん
検
診
は
国
保
加
入
者
以
外
の
人
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

健
診
後
の
サ
ポ
ー
ト
も
充
実

特
定
健
診
、
受
け
る
と 
こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
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!

!

!

!

!

!

道路に日よけ、突出看板などを出す時
には、屋外広告物などの設置基準を満
たし、「道路占用許可」が必要です。

道路の「不法占用」は大変危険です。

下記のものには広告物を貼り付け、結び付け、打ち付けたりしてはいけません。
例）電柱・街路樹・信号機・街灯・道路標識・ガードレール

道路には、安全で快適に利用するためのルールが道路法などで定められてい
ます。「道路占用許可制度」は、その一つです。

▼市管理道路・法定外公共物・準用　
　河川（一級、二級以外の河川）の占用

道路占用・河川占用の問合せ先

▼県道（市内の国道219号、443号、
　445号を含む）・二級河川

▼一級河川

▼国道（八代管内の国道３号）

土木課☎33-4121
または各支所 建設地域事務所

県南広域本部 土木部 維持管理課           
☎33-4166

国交省九州地方整備局 八代出張所
☎32-4892

国交省九州地方整備局 熊本河川
国道事務所 八代維持出張所 　                     
☎32-4271

道
路
な
ど
へ
の
広
告
物
の
設
置
は

許
可
が
必
要
で
す

問合せ　土木課（本庁仮設庁舎西棟 2階）☎33-4121

道
路
占
用
と
は

道
路
や
水
路
な
ど
の
不
法
占
用
は
危
険

屋
外
広
告
物
に
は
許
可
制
度
が
あ
り
ま
す

道
路
以
外
の
公
共
物
占
用

　

道
路
の
占
用
と
は
「
道
路
に
一
定
の
工
作
物
、
物

件
ま
た
は
施
設
を
設
け
、
継
続
し
て
道
路
を
使
用
す

る
こ
と
」
を
言
い
ま
す
。

　

上
空
や
地
下
を
問
わ
ず
、
設
置
さ
れ
る
も
の
は
す

べ
て
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

【
具
体
例
】

　

突
出
看
板
、
日
よ
け
、
仮
設
足
場
、
排
水
管
な
ど

　

の
埋
設
管
、
上
空
・
地
下
の
電
線
類
・
管
路
・
通
路
、

　

電
柱
な
ど
の
柱
類
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど

　

道
路
や
水
路
は
大
切
な
公
共
空
間
で
す
。次
の
3
つ

の
物
件
は
、通
行
の
妨
げ
や
事
故
の
原
因
に
な
り
、大

変
危
険
で
す
。絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

①
道
路
上
へ
の
商
品
の
は
み
出
し
陳
列
・
立
て
看

　
　

板
・
広
告
旗
な
ど

　

②
自
宅
や
駐
車
場
入
口
前
の
道
路
に
設
置
さ
れ
た

　
　

乗
り
上
げ
ブ
ロ
ッ
ク
や
鉄
板
な
ど

　

③
水
路
に
設
置
さ
れ
た
鉄
板
な
ど

　

屋
外
広
告
物
の
無
秩
序
な
掲
出
は
、
景
観
を
害
し

た
り
、
視
界
の
遮
断
に
よ
る
交
通
事
故
や
倒
壊
、
時

に
は
人
身
に
危
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
県
で
は
条
例
に
よ
り
屋
外
広
告
物
の
許
可

制
度
を
設
け
、
必
要
な
規
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る
場
合
は
、
掲
出
す
る
地

域
や
屋
外
広
告
物
の
面
積
な
ど
に
応
じ
て
、
許
可
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

県
南
広
域
本
部 

土
木
部 

維
持
管
理
課
☎
33
４
１
６
６

　

里
道
、
水
路
な
ど
の
公
共
物
に
も
、
安
全
で
快
適

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
ル
ー
ル
が
「
八
代
市

法
定
外
公
共
物
管
理
条
例
」で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
八
代
市
法
定
外
公
共
物
占
用
と
は

　

市
が
管
理
す
る
道
路
や
水
路
な
ど
の
う
ち
、
道
路

法
や
河
川
法
な
ど
の
適
用
が
な
い
里
道
や
水
路
な
ど

に
、
工
作
物
な
ど
を
設
置
す
る
こ
と
。

　

上
空
や
地
下
を
問
わ
ず
、
設
置
さ
れ
る
も
の
は
す

べ
て
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

【
具
体
例
】

　

水
路
上
に
通
路
と
し
て
設
置
す
る
橋
梁
や
フ
タ
、

　

そ
の
他
道
路
占
用
の
例
と
同
じ

　
最
近
、看
板
が
道
路
に
落
下
し
、歩
行
者
を

巻
き
込
む
重
大
な
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

道
路
の
上
空
に
設
置
す
る
看
板
な
ど
の
工
作

物
も
安
全
管
理
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

広告板

壁面塗り付け
シール貼り

立看板

広告塔

アドバルーン

広告幕

広告旗

突出看板
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平成29年 平成30年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

市
県
民
税

1 期 2 期 3 期 4 期

6/30
㈮

8/31
㈭

10/31
㈫

12/25
㈪

固
定
資
産
税

1 期 2 期 3 期 4 期

5/31
㈬

7/31
㈪

11/30
㈭

1/31
㈬

軽
自
動
車
税

全期 　軽自動車税は毎年 4 月 1 日の所有者名義の人に課税されます。廃車、譲渡、盗難な
どにより車を所有しなくなった場合には、 所定の手続きを済まされないと、いつまでも
所有者名義の人に課税されますので、速やかに手続きを行ってください。

5/31
㈬

国
民
健
康

保
険
税

1 期 2 期 3 期 4 期 5 期 6 期 7 期 8 期 9 期 10 期 11 期 12 期

5/1
㈪

5/31
㈬

6/30
㈮

7/31
㈪

8/31
㈭

10/2
㈪

10/31
㈫

11/30
㈭

12/25
㈪

1/31
㈬

2/28
㈬

4/2
㈪

■納付場所　沖縄県を除く九州各県のゆうちょ銀行、本庁仮設庁舎、各支所、各出張所、市内の各銀行、信用組合、
　　　　　　信用金庫、労働金庫、農業協同組合、コンビニエンスストア各店舗（対象店舗は納付書などに別途記載）
※他の健康保険に加入されたときは、14 日以内に国民健康保険の脱退を届け出てください。
　（問合せ : 国保ねんきん課（本庁仮設庁舎西棟 1 棟）☎ 33-4113）

年月

税目

　

次
の
納
期
か
ら
の
引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。

　

各
税
の
第
1
期
分
に
つ
い
て
は
、
納
期
限
の

　

前
々
月
ま
で
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
　

納
期
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
口
座
振
替
は
で
き

　

ま
せ
ん
の
で
、
口
座
振
替
が
開
始
さ
れ
る
前

　

月
の
納
期
分
ま
で
は
、
納
付
書
で
の
支
払
い

　

に
な
り
ま
す
。

■
振
替
日

　
　

各
期
の
納
期
限
の
日
が
振
替
日
で
す
。

　
　

振
替
日
の
前
に
は
預（
貯
）金
残
高
を
ご
確

　

認
く
だ
さ
い
。

■
口
座
振
替
を
取
り
扱
う
金
融
機
関

　

肥
後
銀
行　
　
　
　

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

　

長
崎
銀
行　
　
　
　

熊
本
銀
行

　

南
日
本
銀
行　
　
　

熊
本
第
一
信
用
金
庫

　

熊
本
中
央
信
用
金
庫　

熊
本
県
信
用
組
合　
　

　

九
州
労
働
金
庫　
　
八
代
地
域
農
業
協
同
組
合

　
全
国
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

■
注
意
事
項

　
　

納
税
義
務
者
の
死
亡
・
世
帯
の
変
更
・
不

　

動
産
な
ど
の
相
続
な
ど
に
よ
り
納
税
義
務
者

　

が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、
再
度
口
座
振
替

　

加
入
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
　

ま
た
、
口
座
名
義
人
が
死
亡
さ
れ
た
場
合

　

も
、
再
度
口
座
振
替
加
入
の
手
続
き
が
必
要

　

で
す
。

納
税
に
便
利
な
口
座
振
替
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

問合せ　納税課（本庁仮設庁舎西棟1階）☎ 33- 4109
　　　　各支所地域振興課（鏡支所は市民環境課）

口
座
振
替
を
利
用
す
れ
ば
、
事
前
に
口
座
に
入
金
し
て
お
く
こ
と
で
納
期
限
の
日

（
土
日
・
祝
日
は
翌
営
業
日
）
に
自
動
的
に
納
付
さ
れ
ま
す
。

■
振
替
で
き
る
市
税

　

市
県
民
税（
普
通
徴
収
）、
固
定
資
産
税
、

　

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

納
税
通
知
書
、
通
帳
、
通
帳
届
出
印
、　　

　

八
代
市
口
座
振
替
依
頼
書

■
申
し
込
み
方
法

　
　

納
税
通
知
書
に
同
封
し
て
あ
る｢

八
代
市

　

口
座
振
替
依
頼
書
」
に
振
替
口
座
の
番
号
な

　

ど
所
定
の
事
項
を
記
入
し
、
通
帳
届
出
印
を

　

押
印
の
上
、
取
扱
金
融
機
関
に
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

　
※
軽
自
動
車
税
の
納
付
書
に
は
同
封
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

※
「
八
代
市
口
座
振
替
依
頼
書
」
は
本
市
内
の
金
融

　
　

機
関
に
も
あ
り
ま
す
。

　

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
つ
い
て
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の

　
　

窓
口
に
専
用
の
申
込
書（
自
動
払
込
利
用
申
込
書
）

　
　

が
あ
り
ま
す
。

　
　
【
払
込
先
】

　
　

加
入
者
名
：
八
代
市
会
計
管
理
者

　
　

口
座
番
号
：
０
１
９
９
０
‐
８
‐
１
２
５
７
３

■
口
座
振
替
開
始

　
　

口
座
振
替
の
開
始
時
期
は
、
本
市
で
「
口

　

座
振
替
依
頼
書
」
を
受
理
し
た
日
の
翌
月
末

　

か
ら
で
す
。
月
末
時
な
ど
事
務
処
理
の
都
合

　

上
、振
替
開
始
月
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
、

   平成 29 年度　市税納期一覧表
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ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
決
定
記
念

１ 

獅し　

子し

　

妙
見
祭
の
獅
子
舞
は
、
中
国
風
の

衣
装
や
楽
器
を
用
い
て
い
る
の
が
特

徴
で
、
八
代
城
下
の
豪
商
・
井
桜
屋

勘
七
が
奉
納
し
た
の
が
始
ま
り
で

す
。
獅
子
は
、
角
２
本
・
胴
が
赤
と

白
の
雄
獅
子
と
、
角
１
本
・
胴
が
赤

と
黄
色
の
雌
獅
子
で
１
対
。
１
匹
の

獅
子
の
中
に
２
人
が
入
り
、
頭
・
前

足
と
尻
尾
・
後
足
を
そ
れ
ぞ
れ
受
け

持
ち
、
チ
ャ
ル
メ
ラ
や
太
鼓
、
ド
ラ

に
併
せ
て
表
情
豊
か
に
演
じ
ま
す
。

中
嶋
町
獅
子
舞
保
存
会 

楮
木
孝
一
さ
ん

　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
へ
の
登

録
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
と
、

こ
れ
ま
で
途
切
れ
る
こ
と
な
く
受
け

継
が
れ
て
き
た
た
ま
も
の
で
す
。

２ 

花　

奴

　

花
奴
は
、
松
江
村
の
虎
右
衛
門
が

江
戸
花
奴
の
作
法
を
習
い
伝
え
た

の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
、
宝
暦
２

年
（
１
７
５
２
年
）
に
は
、
行
列
に

出
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
先
頭
の
２
人
が
持
っ
て
い
る
道

具
は
、
城
主
の
衣
装
を
入
れ
る
挟

は
さ
み
ば
こ箱

で
す
。
次
は
雨
傘
で
あ
る
立
傘
で
す
。

最
後
は
城
主
の
「
か
ぶ
り
笠
」
を
乗

せ
る
丸
い
台
笠
で
、
黒
い
布
に
覆
わ

れ
て
い
ま
す
。

高
小
原
村
花
奴
組 

吉
田
圭
吾
さ
ん

　

こ
れ
か
ら
も
八
代
妙
見
祭
を
は
じ

め
、
花
奴
の
伝
統
を
守
っ
て
い
き
、

次
の
世
代
へ
確
実
に
引
き
継
い
で
い

き
た
い
で
す
。

３ 

木　

馬

　

木
馬
は
、
江
戸
時
代
に
八
代
城
下

に
住
む
商
人
た
ち
が
、
子
ど
も
が

七
五
三
を
迎
え
る
お
祝
い
に
、
木
馬

や
衣
装
を
あ
つ
ら
え
て
奉
納
し
、
12

頭
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
時

代
以
降
、
奉
納
が
途
絶
え
て
い
ま
し

た
が
、
昭
和
62
年
に
絵
巻
物
な
ど
を

も
と
に
復
元
さ
れ
、
今
で
は
総
勢
12

頭
の
き
ら
び
や
か
に
飾
ら
れ
た
馬
に

ま
た
が
る
子
ど
も
た
ち
の
晴
れ
姿
が

祭
り
で
披
露
さ
れ
ま
す
。

八
代
木
馬
保
存
会 

成
尾
善
明
さ
ん

　

今
後
も
多
く
の
人
に
八
代
妙
見
祭

を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
毎
年
、
木

馬
12
頭
を
奉
納
で
き
る
よ
う
尽
力
し

て
い
き
ま
す
。

４
・
５ 

鉄て
っ
ぽ
う砲

・
毛け

や

り槍

　

鉄
砲
・
毛
槍
隊
は
、
江
戸
時
代
に

は
祭
り
の
警
護
の
た
め
八
代
城
の
足

軽
や
八
代
郡
の
郡

こ
お
り
づ
つ

筒
が
務
め
て
い
ま

し
た
。
明
治
の
八
代
城
廃
城
に
伴
い

途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
絵
巻
を
も

と
に
、
40
挺
の
鉄
砲
を
担
ぐ
鉄
砲
隊
、

24
本
の
長
柄
槍
を
持
つ
毛
槍
隊
が
、

平
成
2
年
に
復
元
さ
れ
、
威
厳
の
あ

る
整
っ
た
隊
列
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

現
在
は
、
秀
岳
館
高
校
の
生
徒
が

妙
見
宮
祭
礼
絵
巻
を
完
全
再
現
す
る

た
め
神
幸
行
列
に
参
加
し
て
お
り
、

八
代
妙
見
祭
の
一
翼
を
担
う
と
と
も

に
、
学
校
全
体
で
保
存
継
承
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

秀
岳
館
高
校
2
年 

原
田
浩
志
さ
ん

（
八
代
第
二
中
学
出
身
）

　

妙
見
祭
に
興
味
が
あ
り
、
去
年
初

め
て
参
加
し
ま
し
た
。
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
八
代

妙
見
祭
の
神
幸
行
事
」
に
携
わ
れ
た

こ
と
を
本
当
に
誇
り
に
思
い
ま
す
。

秀
岳
館
高
校
3
年 

行
徳
洋
樹
さ
ん

（
久
留
米
良
山
中
学
出
身
）

　

八
代
の
皆
さ
ん
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な

形
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
で
、感

謝
と
恩
返
し
を
表
現
し
た
く
野
球
部

の
み
ん
な
と
参
加
し
ま
し
た
。

　

八
代
妙
見
祭
の
主
役
の
一
人
と
し

て
参
加
で
き
、
本
当
に
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

１
獅
子

２
花
奴

３
木
馬

４
鉄
砲

５
毛
槍

八
代
の
宝
か
ら
世
界
の
宝
へ

妙
見
祭
を

る
人
た
ち

彩

八
代
の
宝
か
ら
世
界
の
宝
へ

妙
見
祭
を

る
人
た
ち

彩

八
代
の
宝
か
ら
世
界
の
宝
へ

妙
見
祭
を

る
人
た
ち

彩

は
な

や
っ
こ

き

ん

ま

８
笠
鉾
菊
慈
童

15
阿
須
波
神

22
対
の
槍

29
斎
主

９
神
馬

16
火
王・水
王・風
王

23
御
太
刀

30
笠
鉾
本
蝶
蕪

10
神
馬
奉
行

17
奏
楽
大
太
鼓

24
神
輿

31
笠
鉾
蘇
鉄

36
笠
鉾
松

11
甲
冑
武
者

18
奏
楽

25
長
刀

32
笠
鉾
西
王
母

37
笠
鉾
迦
陵
頻
伽

12
大
麻

19
四
神
旗

26
紫
翳

33
笠
鉾
猩
々

38
流
鏑
馬

６
白
和
幣

13
大
太
鼓

14
神
官

20
紙
幣

21
弓
矢

27
菅
翳

28
立
傘

34
笠
鉾
蜜
柑

35
笠
鉾
恵
比
須

39
亀
蛇（
ガ
メ
）

40
飾
馬（
花
馬
）

７
籠

「
八
代
妙
見
祭
の
神
幸
行
事
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
へ
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
40
あ
る
出
し
物
と
祭
り
を
彩
る
人
た
ち
の
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。
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お
知
ら
せ

学
生
納
付
特
例
制
度

　

国
内
に
住
所
の
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人

は
、
厚
生
年
金
な
ど
他
の
公
的
年
金
に
加
入
し
て
い

る
場
合
を
除
き
、
す
べ
て
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
民
年
金
の

保
険
料
は
、
年
齢
、
収
入
に
関
わ
ら
ず
一
律
の
金
額

に
な
っ
て
い
ま
す
。（
平
成
29
年
度
の
保
険
料
は
月

額
１
万
６
４
９
０
円
）

　

学
生
で
も
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
国
民
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

納
め
る
の
が
困
難
な
場
合
は
、
在
学
期
間
中
の
納
付

を
猶
予
す
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
特
例
を
受
け
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
る
た
め
に
必
要
な
期
間（
10
年
以
上
）に
は
含
ま
れ

ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
特
例
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
追

納
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
満
額
の
年
金
額
に
近
づ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
特
例
期
間
は
、
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

の
１
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
毎
年
度
手
続
き

が
必
要
で
す
。

対
象
者

　

■
大
学（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高

　
　

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
な
ど
に

　
　

在
学
す
る
人
で
、
夜
間
、
定
時
制
課
程
や
通
信

　
　

制
課
程
の
人
も
含
む
。

　
　
※
各
種
学
校
の
場
合
、
修
業
年
限
が
１
年
以
上
で
、
私

　
　
　
立
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
受
け
た

　
　
　
学
校
に
限
り
ま
す
。

　

■
学
生
本
人
の
前
年
所
得
が
基
準
額
を
超
え
な
い
人

　
※
基
準
額
の
詳
細
に
つ
い
て
は
窓
口
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

①
年
金
手
帳（
既
に
お
持
ち
の
場
合
）

　

②
学
生
証
の
写
し（
有
効
期
限
が
裏
面
に
記
載
さ

　
　

れ
て
い
る
場
合
は
裏
面
の
写
し
も
必
要
）ま
た

　
　

は
在
学
証
明
書
の
原
本

　

③
認
印

　

④
身
分
証
明
書（
学
生
証
・
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
）

　
　
※
代
理
の
場
合
は
代
理
人
の
も
の

申
込
み
・
問
合
せ

　

国
保
ね
ん
き
ん
課
☎
33
４
１
０
５

　

年
金
事
務
所
☎
35
６
１
４
３

市
有
地
公
売
参
加
希
望
申
し
込
み

売
り
払
い
物
件　

中
片
町
新
幹
線
残
地

所
在
地　

中
片
町
字
小
路
２
９
５
番
4
、

　
　
　
　

２
９
６
番
4（
2
筆
）　

面　

積　

１
７
５
㎡　

申
込
期
間　

4
月
3
日
㈪
～
17
日
㈪

　
　
　
　
　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
ま
で

　
　
　
　
　（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

持
参
品　

印
鑑
、
住
民
票
、
納
税
証
明
書

そ
の
他　

審
査
後
に
入
札
日
時
を
連
絡
し
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ　

財
政
課
☎
33
４
１
０
６

追
悼
・
復
興
祈
念
行
事

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
発
生
か
ら
間
も
な
く
1
年
が

経
ち
ま
す
。
4
月
14
日
㈮
に
追
悼
式
、
4
月
16
日
㈰

に
、
県
知
事
と
有
識
者
に
よ
る
「
復
興
祈
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
4
月
中
旬
の
約

2
週
間
を
「
復
興
祈
念
ウ
ィ
ー
ク
」
と
し
て
、
県
・

市
町
村
の
他
、
各
種
団
体
な
ど
で
実
施
す
る
祈
念
行

事
に
つ
い
て
、
発
信
し
ま
す
。
参
加
申
し
込
み
方
法

な
ど
の
詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
合
せ　

県
広
報
課
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
０
２
７

I http://w
w

w.pref.kum
am

oto.jp/

緑
の
募
金
の
お
願
い

　

こ
の
緑
の
募
金
は
、
森
林
の
整
備
や
環
境
緑
化
を

推
進
す
る
た
め
に
緑
の
募
金
運
動
と
し
て
毎
年
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
各
町
内
か
ら
の
募
金
依
頼
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
締
切（
春
期
）　

5
月
31
日
㈬

問
合
せ　

市
み
ど
り
推
進
協
議
会（
水
産
林
務
課
内
）

　
　
　
　

☎
33
４
１
１
９

　地震に強く、コスト低減に配慮し
た「くまもと型復興住宅」モデル住
宅を展示中です。スタッフが常駐し
ていますので、ご相談もできます。
　住宅再建を検討中の人は、ぜひご
来場ください。
展示場所　益城町テクノ仮設団地
開場時間　午前10時～午後6時　　
　　　　　（水曜日定休）

問合せ　
県住宅課☎０９６（３３３）２５４７

「くまもと型復興住宅」で
住宅再建を応援します

や
つ
し
ろ
子
ど
も
支
援
相
談
室

　

小
中
学
生
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
不
安
や
悩
み
を

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

相
談
時
間　
月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査

　

工
業
統
計
調
査
は
国
の
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
統
計
法
に
基
づ
く
報
告

義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で
す
。
調
査
結
果
は
、
中

小
企
業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て

利
活
用
し
ま
す
。

調
査
時
点　

6
月
1
日
㈭

問
合
せ　

県
統
計
調
査
課

　
　
　
　

☎
０
９
６（
３
８
３
）１
１
１
１

　
　
　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

　
　
　
　
　
※
時
間
は
変
更
可
能

相
談
内
容　

い
じ
め
や
不
登
校
、

　

友
人
関
係
に
関
す
る
こ
と
、　

　

就
学
や
進
路
に
関
す
る
こ
と
、

　

子
育
て
に
関
す
る
こ
と
な
ど

相
談
形
態　

電
話
、
メ
ー
ル
、
来
所
、
訪
問

問
合
せ　

や
つ
し
ろ
子
ど
も
支
援
相
談
室

　
　
　
　
（
千
丁
支
所
2
階
教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

　
　
　
　

 

タ
ー
内
）
☎
30
１
６
６
９
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固
定
資
産
税
の
縦
覧

　

納
税
者
が
縦
覧
帳
簿（
土
地
価
格
・
家
屋
価
格
な

ど
）を
縦
覧
し
、
ほ
か
の
土
地
や
家
屋
の
価
格（
評
価

額
）と
比
較
し
て
、
自
己
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額

が
適
正
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。

　

た
だ
し
、
土
地
・
家
屋
の
所
有
者
名
は
記
載
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。（
縦
覧
帳
簿
記
載
事
項
以
外
の
課
税

内
容
の
閲
覧
は
、
物
件
の
所
有
者
の
同
意
が
必
要
）

　

土
地
の
み
を
所
有
し
て
い
る
人
は
土
地
の
み
、
家

屋
の
み
を
所
有
し
て
い
る
人
は
家
屋
の
み
、
両
方
所
有

し
て
い
る
人
は
両
方
を
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、償
却
資
産
に
つ
い
て
は
申
告
課
税
の
た
め
、

縦
覧
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

縦
覧
で
き
る
人　

　
　

市
内
に
所
在
す
る
土
地
ま
た
は
家
屋
の
固
定
資

　

産
税
の
納
税
者
、
納
税
者
の
代
理
人
、
納
税
管
理
人

　
※
納
税
者
と
同
居
の
親
族
や
納
税
者
本
人
以
外
の
場
合
は
、

　
　
委
任
状
ま
た
は
納
税
通
知
書
か
課
税
明
細
書
が
必
要
。

縦
覧
に
必
要
な
も
の　

　

納
税
者
本
人　

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転

　
　

免
許
証
な
ど
）か
納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書

　

納
税
者
の
代
理
人　

委
任
状
、
代
理
人
の
本
人
確

　
　

認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）

　
　
※
次
に
該
当
す
る
場
合
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん

　
　
　
①
本
市
に
固
定
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い
場
合

　
　
　
②
資
産
を
所
有
し
て
い
て
も
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

　
　
　
　
れ
な
い
場
合（
免
税
点
未
満
な
ど
）

　
　
　
③
制
度
の
趣
旨
以
外
の
目
的
で
縦
覧
す
る
場
合

縦
覧
場
所

　

資
産
税
課　

　
　

市
内
に
所
在
す
る
全
て
の
土
地
・
家
屋

　

各
支
所
地
域
振
興
課（
鏡
支
所
は
市
民
環
境
課
）　

　

各
支
所
管
内
に
所
在
す
る
土
地
・
家
屋

縦
覧
期
間　

4
月
3
日
㈪
～
5
月
31
日
㈬
ま
で
の
土

　

日
・
祝
日
を
除
く
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

問
合
せ　

資
産
税
課
☎
33
４
１
０
８

　
　
　
　

各
支
所 

地
域
振
興
課

　
　
　
　
（
鏡
支
所
は
市
民
環
境
課
）

固
定
資
産
課
税
台
帳
閲
覧

課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明

　

納
税
義
務
者
が
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
う
ち
、
自

己
の
資
産
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
部
分
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
借
地
人
、
借
家
人
な
ど

の
人
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
年
度
の
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
も
４

月
3
日
㈪
か
ら
発
行
で
き
ま
す
。

閲
覧
・
交
付
で
き
る
人

　

納
税
義
務
者
本
人
、
借
地
人
・
借
家
人
、
賦
課
期

日
後
に
固
定
資
産
を
取
得
し
た
人
、
固
定
資
産
の
処

分
を
す
る
権
利
を
有
す
る
管
財
人
な
ど
、
ま
た
そ
れ

ら
の
代
理
人

閲
覧
・
交
付
に
必
要
な
も
の

　

閲
覧　

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証

　
　

な
ど
）か
納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書
、借
地
人
・

　
　

借
家
人
は
賃
貸
借
契
約
書
、
賦
課
期
日
後
に
取

　
　

得
し
た
人
は
登
記
済
証
、
代
理
人
の
場
合
は
委

　
　

任
状
と
納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書

　

証
明
書
交
付　

印
鑑
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

　
　
（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
当
該
資
格
を
証
す
る
書

　
　

類
、賦
課
期
日
後
に
取
得
し
た
人
は
登
記
済
証
、

　
　

代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

閲
覧
・
交
付
場
所

　

閲
覧　

資
産
税
課

　
証
明
書
交
付　

市
民
税
課
・
市
民
課

　
　
※
土
日
・
祝
日
を
除
く

　
　
※
支
所
で
の
閲
覧
、
証
明
書
交
付
は
地
域
振
興
課（
鏡

　
　
　
支
所
は
市
民
環
境
課
）

費　

用

　
閲
覧　
4
月
3
日
㈪
～
5
月
31
日
㈬
ま
で
は
無
料

　
　
　
　

6
月
1
日
㈭
か
ら
３
０
０
円
／
１
枚

　
証
明
書
交
付　

３
０
０
円
／
１
枚

問
合
せ

　

閲
覧　
　
　
　

資
産
税
課
☎
33
４
１
０
８

　

証
明
書
交
付　

市
民
税
課
☎
33
４
１
０
７

　
　
　
　
　
　
　

市
民
課
☎
33
４
１
１
０

新
築
・
増
改
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
に

補
助
金
が
出
ま
す

～
市
の
林
業
振
興
と
森
林
の
健
全
化
を
進
め
ま
す
～

　

市
内
に
建
設
し
、
建
築
主
自
ら
居
住
す
る
住
宅
に

八
代
産
の
木
材
を
使
用
し
た
場
合
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
額　

　

１
坪
当
た
り
４
０
０
０
円　

　

 （
新
築
20
万
円
上
限
、　

増
改
築
10
万
円
上
限
）

　

１
㎥
メ
ー
ト
ル
当
た
り
１
万
円

　
（
内
装
リ
フ
ォ
ー
ム
10
万
円
上
限
）

　
※
千
円
未
満
切
り
捨
て

対　

象

　

①
建
築
主
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
新
築
、
改
築
、

　
　

増
築
ま
た
は
内
装
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
木
造
住
宅

　
　

で
市
内
に
建
築
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

　

②
指
定
す
る
構
造
材
の
木
材
使
用
材
積
数
量
の
う

　
　

ち
、
八
代
産
材
を
80
％
以
上
使
用
す
る
こ
と

　

③
市
内
の
工
務
店
な
ど
に
よ
る
施
工
で
あ
る
こ
と

　

④
新
築
の
場
合
は
、
八
代
産
の
畳
表
を
６
畳
以
上

　
　

使
用
す
る
こ
と

広　　告
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高齢者の肺炎球菌ワクチンの接種費用の一部を
公費負担する定期接種を行います

【平成29年度の接種対象者】
　本市に住民票があり、本人が接種を希望する①または②に該当
する人。
　ただし、過去にこの予防接種を受けたことがある人は対象外です。
①平成29年度中に下記の年齢になる人。

　

※予診票と、予防接種と指定医療機関についての案内を、4月中
　　に住所地へ郵送します。
② 60歳から 64歳で、心臓、腎臓、呼吸器の機能に自己の身辺
　の日常生活活動が極度に制限される程度の障がいやヒト免疫不
　全ウイルスによる免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程
　度の障がいがある人（身体障害者手帳 1 級相当）

【接種期間】	 4月1日㈯～平成30年3月31日㈯
【接種回数】	 1 回
【自己負担額】	 2,450円～	
※対象者に該当しない人、定期接種の期間外に接種する人は、任
　意接種（全額自己負担）です。任意接種の場合は医療機関に直接
　お問い合わせください。

問合せ　八代市保健センター☎ 32-7200
　　　　八代市鏡保健センター☎ 52-5277

　

⑤
市
以
外
の
住
宅
に
関
す
る
助
成
制
度
を
利
用
し

　
　

て
い
な
い
こ
と

　

⑥
新
築
な
ど
の
契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら
60
日
以

　
　

内
で
、
棟
上
げ
前
に
申
請
す
る
こ
と

　

⑦
原
則
と
し
て
、
申
請
し
た
年
度
内
に
新
築
な
ど

　
　

が
完
了
し
、
実
績
報
告
が
で
き
る
も
の
で
あ
る

　
　

こ
と

対
象
者　

　

助
成
の
条
件
に
該
当
す
る
住
宅
の
建
築
主
で
、
市

内
に
住
所
を
有
し（
住
宅
の
完
成
後
に
市
内
に
転
入

す
る
人
を
含
む
）、
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

申
込
み　

申
請
書
類
は
、
水
産
林
務
課
と
市
ホ
ー
ム

ご
利
用
く
だ
さ
い

声
の
市
報
・
点
字
市
報

　

市
で
は
、
視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
人
に
「
広
報
や

つ
し
ろ
」
を
録
音
し
た
声
の
市
報（
音
声
広
報
）、
ま

た
は
、
点
訳
し
た
市
報（
点
字
市
報
）を
お
届
け
し
て

い
ま
す
。
次
の
す
べ
て
に
該
当
し
、
利
用
を
希
望
す

る
場
合
は
障
が
い
者
支
援
課
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
利
用
は
無
料
で
す
。

　

ペ
ー
ジ
で
配
布
中

問
合
せ　

水
産
林
務
課
☎
33
４
１
１
９

対　

象

　

①
市
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

　

②
視
覚
障
が
い
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て

　
　

い
る
こ
と

　

③
1
人
暮
ら
し
、
あ
る
い
は
同
居
者
が
読
ん
で
聞

　
　

か
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

《
お
願
い
》　

身
近
に
対
象
と
な
り
そ
う
な
人
が
い
た

　

場
合
は
、
こ
の
記
事
の
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
た
だ

　

く
か
、
本
人
の
利
用
希
望
が
あ
れ
ば
代
理
で
お
知

　

ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

障
が
い
者
支
援
課
☎
35
０
２
９
４

  65歳   昭和27年4月2日生～昭和28年4月1日生の人

  70歳   昭和22年4月2日生～昭和23年4月1日生の人

  75歳   昭和17年4月2日生～昭和18年4月1日生の人

  80歳   昭和12年4月2日生～昭和13年4月1日生の人

  85歳   昭和7年4月2日生～昭和8年4月1日生の人

  90歳   昭和2年4月2日生～昭和3年4月1日生の人

  95歳   大正11年4月2日生～大正12年4月1日生の人

100歳   大正6年4月2日生～大正7年4月1日生の人

　肺炎球菌感染症は、日常でかかる肺炎の原因菌の一つである肺
炎球菌によって引き起こされる病気です。予防接種を受けておく
と、肺炎球菌による肺炎などの感染症の重症化予防が期待されます。
　定期接種は生涯を通じて 1回のみのため、接種の機会を逃さ
ないようご注意ください。

広　　告
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4 月 市民カレンダー

25 26 27 28 29 昭和の日

30

※休日在宅医は、変更になる場合があります。医師会のテ
　レホンサービスでご確認ください。

八代市医師会 ☎34-7001  八代郡医師会 ☎62-2212

八代歯科医師会口腔保健センター（上野町、旧県道沿い）
診療時間　日曜・祝祭日の 10:00 ～ 16:00

★ 休日歯科診療 ☎31-8020

日 病院名 町名 電話番号

2
日

磧本胃腸科外科医院 松 江 町 33-0321
宮 村 医 院（小児も可） 萩原町２ 32-2414
せきがみ内科・糖尿病内科 上日置町 33-0033
福田外科整形外科クリニック 鏡　町 52-0840
名 和 小 児 ク リ ニ ッ ク 鏡　町 52-7800
高　橋　医　院 坂 本 町 45-2323

9
日

む ら た ク リ ニ ッ ク 横手本町 34-1872
増田内科・胃腸内科（小児も可） 永 碇 町 62-8100
前　田　医　院 長 田 町 32-3845
稲 毛 整 形 外 科 医 院 鏡　町 52-1715
宮城循環器内科 千 丁 町 46-0007

16 
日

あらき整形外科医院 旭中央通 32-2524
大平小児科医院 迎 町 1 31-7200
鶴田胃腸科内科 日 置 町 31-5000
稲 生 産 婦 人 科 内 科 氷 川 町 62-2008
ひ か わ 医 院 氷 川 町 62-8139

23 
日

田中泌尿器科外科医院 錦　 町 33-1100
久 野 内 科 医 院 本 町 1 32-3408
大 手 町 ク リ ニ ッ ク 大手町1 32-2606
武内外科胃腸科医院 氷 川 町 52-7811
丸　田　医　院 千 丁 町 46-0027

29
日

ひ ら き ク リ ニ ッ ク 新 地 町 32-4990
和田小児科医院 大手町２ 32-2755
荒　木　医　院 豊原下町 32-3258
上 村 整 形 外 科 医 院 氷 川 町 62-3377
和 田 内 科 医 院 氷 川 町 52-1860

30 
日

岡 外 科 胃 腸 科 医 院 岡町谷川 39-0059
松岡内科クリニック （小児も可） 通　町 33-2766
まきたクリニック（小児も可） 竹 原 町 45-9120
黒田耳鼻咽喉科医院 鏡　町 52-8787
緒 方 内 科 医 院 氷 川 町 62-2013

休 日 在 宅 当 番 医

診療時間 9:00 ～ 17:00

 火 災 情 報

● 火災情報ダイヤル
　☎0180-999-194
　http://www.yatsushiro-fd.com/

● 火災救急件数
　　（2月分月計）
　火　災　　　   　3 件
　救　急　　　　525 件    

● 2月末日現在
人　口　 129,780 人
　男　　　60,360 人
　女　　　69,420 人
世帯数  　 55,400 戸

納 税 情 報
● 今月の納税　  納期限　5 月 1 日㈪

国民健康保険税 1 期

● 夜間納税窓口開設 （実施日はカレンダー内に表示）
　 場　 所  ：納税課（本庁仮設庁舎西棟 1 階）　

※安全、便利、確実な口座振替に加入しましょう
問合せ　納税課 ☎33-4109

　納付場所：本庁仮設庁舎、各支所、各出張所、市内の各銀行、
　　　　　  信用組合、信用金庫、労働金庫、農業協同組合、
　　　　　  九州管内のゆうちょ銀行・郵便局（沖縄を除く）、  
　　　　　  コンビニ

昭和の日のごみ収集・施設受付

《問合せ》 　廃棄物対策課（清掃センター内）☎32-4675、各支所の市民サービス係
　　　　　 クリーンセンター（氷川町）☎62-3304

昭和の日（4月29日）
◎「燃えるごみ」の収集
　該当する町内以外は全てお休み
◎「資源の日」の収集
　お休み

【施設の一般搬入受付】
・市清掃センター、クリーンセン

ター（氷川町）はお休み

人口と世帯

夜間納税窓口  17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

市民課・こども未来課
国保ねんきん課・市民税課

19:00まで

毎週木曜は窓口延長実施中

毎月１1日は
人権を確かめ合う日

毎月19日は食育の日

資源の日 日曜日版

資源の日 日曜日版

　　
毎月第１日曜日は

「やつしろ健康の日」
人と人 つながり延びる
健康寿命

各種乳幼児健診はすべて 13:00 開始です。

旧八代市・坂本町の人は　◇八代市保健センター(八代保)☎32-7200 
千丁町・鏡町･東陽町･泉町の人は◆八代市鏡保健センター（鏡保）☎52-5277

ご確認ください♪

17:00～18:30 要予約
  八代保健所 ☎33-3229

　　夜間エイズ無料検査

　　13:30～16:00 要予約
  八代保健所 ☎33-3229

毎週木曜 エイズ無料検査実施

夜間納税窓口  17:30～19:00

急病のときは
● 夜間急病
　八代市夜間急患センター☎31-6999 をご利用ください。
　（平山新町、国道3号沿い：中九州短期大学となり、八代市医師会立病院内）
　 診療科目：内科、小児科、外科、整形外科
　 診療時間：月曜から土曜の 19:00 ～ 22:00

★小児科は、日曜・祭日も診療を行います。 5月連休、年末年始は休診。

☎32-7200（八代市保健センター）
☎52-5277（八代市鏡保健センター）

こども発達相談
　子育てしていく上での困り感（言葉が出ない、
落ちつきがないなど）のある人は、ご相談くださ
い。必要に応じて、心理相談員が相談に応じます。

　　　4月13日㈭　  9:00 ～ 12:00（八代市鏡保健センター）
　　　4月24日㈪　13:30 ～ 16:30（八代市保健センター）
　　要予約：八代市鏡保健センター☎52-5277

こころの健康相談
　眠れないなどストレスによるこころの不調やう
つ病などに悩んでいませんか。心理士による無料
のこころの健康相談を行います。

ご相談ください

● 小児救急電話相談　（19:00 ～ 24:00）
   お子様の急病には ＃8000 番（ダイヤル回線の場合
　☎096-364-9999）をご利用ください。

4月18日㈫　 14:00 ～ 16:00
要予約：八代保健所☎33-3229

精 神 保 健 相 談
　心の健康に関する相談（眠れない、意欲がないな
ど）や精神疾患（うつ病、統合失調症など）につい
て、精神科の専門医師による無料相談を行います。

《問合せ先》八代市保健センター☎32-7200
                    八代市鏡保健センター☎52-5277

定期予防接種

対象：生後 1 歳に達するまでBCG
対象：生後 3 月～ 90 月に達するまで四種混合

対象：生後 12 月～ 36 月に達するまで　水痘

対象：11 歳以上 13 歳未満二種混合

対象：1 期　生後 6 月～ 90 月に達するまで
          2 期　9 歳以上 13 歳未満

（平成 7 年 4 月 2 日～ 19 年 4 月 1 日生まれで 20
歳未満の人、平成 19 年 4 月 2 日～ 21 年 10 月 1
日生まれで第 1 期・第 2 期の年齢にある人は、特例
措置の対象となります。詳しくはお問合せください）

日本脳炎

対象：生後 2 月～ 60 月に達するまでヒ　ブ

対象：1 期　生後 12 月～ 24 月に達するまで
          2 期　小学校就学前 1 年間

麻しん風しん
混合（MR）

対象：生後 2 月～ 60 月に達するまで小 児 の
肺炎球菌

対象：小学 6 年生～高校 1 年生相当
（現在、積極的にはお勧めしていません。
  詳しくは市ホームページをご覧ください）

子宮頸がん
（女性のみ）

対象：平成 28 年 4 月 1 日以降に
　　　生まれた 1 歳に達するまでの人B型肝炎

　　

●地域包括ケア推進住民講演会
「熊本地震から1年　
災害時に命と健康を守る
地域をつくるために」

（パトリア千丁）
 14:00 ～16:00
申込不要　無料

　　個別健康相談（要予約）
 育児:午前、成人:午後
＜八代保・鏡保健センター＞

　　
個別健康相談（要予約）
 育児:午前、成人:午後
＜八代保・鏡保健センター＞

　　個別健康相談（要予約）
 育児:午前、成人:午後
＜八代保・鏡保健センター＞

　　個別健康相談（要予約）
 育児:午前、成人:午後
＜八代保・鏡保健センター＞

熊本県中央児童相談所
☎096-381-5010
八代児童相談所☎32-4426

　 出産養育の相談
出産や養育に不安がある
人はご相談ください。
平日 8：30 ～ 17：15

◇4ヵ月児健診（八代保）
H28.11/20 ～ 11/28生

◇4ヵ月児健診
（八代保）
H28.11/29～12/8生

◇3歳児健診（八代保）
H25.11/21 ～ 12/1生

◇7ヵ月児健診（八代保）
H28.9/11 ～ 9/19生

◇4ヵ月児健診（八代保）
H28.12/9 ～ 12/19生

◇1歳6ヵ月児健診
（八代保）
H27.9/3 ～ 9/14生

◇1歳6ヵ月児健診（八代保）
H27.9/15 ～ 9/23生

◇1歳6ヵ月児健診（八代保）
H27.8/20 ～ 9/2生

◇7ヵ月児健診（八代保）
H28.9/2 ～ 9/10生◆7ヵ月児健診（鏡保）

H28.8/4 ～ 9/6生

◇7ヵ月児健診（八代保）
H28.8/23 ～ 9/1生

◆4ヵ月児健診（鏡保）
H28.11/21 ～ 12/19生

熊本県女性相談センター
☎096-381-4340
月～土（祝日を除く）
9:00 ～ 20:00

妊娠とこころの相談
思いがけない妊娠で悩ん
だらご相談ください。

◇離乳食教室 10:00～11:30
対象:1回食の乳児とその保護者

（要予約：八代保☎32-7200）

□献血　イオン八代
10:00～11:30 12:40～16:00

□献　血
松木産業
10:00～12:00
13:00～16:00

◇2歳児歯科健診（八代保）
H26.12/24 ～ H27.1/7生

◇2歳児歯科健診（八代保）
H27.1/8 ～ 1/22生

♥妊婦さんへ思いやりを

思いやりある
心 遣 い をお願
いします。

右下のマタニティマー
クをつけている人は、
妊婦さんです。

「電車などで席を譲る」 
「タバコは控える」など、

受付　9:45～10:00
  ＜鏡保健センター＞

　　♦母子健康手帳交付

受付　9:45～10:00
  ＜鏡保健センター＞

　　
♦母子健康手帳交付

◇母子健康手帳交付
毎週火曜 受付 9:45 ～ 10:00
＜八代市保健センター＞

□献　血
ゆめタウン八代
10:00～11:30
12:40～16:00

□献　血
八代広域消防本部 9:30～12:00
中九州短期大学 13:40～16:00

□献　血　
市立病院13:30～15:30

♦3歳児健診（鏡保）
H25.10/11 ～ 12/5生

◇3歳児健診（八代保）
H25.12/2 ～ 12/13生

◇3歳児健診（八代保）
H25.11/13 ～ 11/20生
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博物館展示案内（4月）
問合せ 博物館☎34-5555

開館時間  午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）
観 覧 料
▶16日㈰まで《常設展料金》一般300円（240円）、 高大生200円（160円）
▶21日㈮から《特別展料金》一般600円（480円）、 高大生400円（320円）
▶中学生以下無料、（　）内は20人以上の団体料金

特別
展示
室

◆中井和憲写真展　　　　　　   4/11 ㈫～ 4/16 ㈰
◆春季特別展覧会　熊本地震復興祈念
　「円山応挙 ー京都相国寺と金閣・銀閣の名宝展ふたたびー」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  4/21 ㈮～ 6/4 ㈰

常
設
展
示
室
 ・
第
二
常
設
展
示
室

◆考古 弥生時代の八代　　　　　 開催中～ 7/9 ㈰
◆八代城
　 瓦からわかる麦島城・八代城　   開催中（通年）
◆麦島勝写真
　 八代の風物～春～　　　　　 開催中～ 6/18 ㈰
◆古文書を読むⅠ
　 釈迦院の古文書　　　  　　   開催中～ 6/18 ㈰
◆信仰のかたち
　 薬師如来の信仰　　　　　 　  開催中～ 9/24 ㈰
◆くまもとの金工
　 肥後鐔鑑賞入門　　　　　     4/11 ㈫～ 10/15 ㈰
◆八代焼Ⅰ
　象嵌の技法　　　　　　 　    4/4 ㈫～ 7/9 ㈰
◆民俗 1 むかしの道具       　 　 開催中～ 12/17 ㈰
◆民俗 2 妙見祭の飾馬　 　　　開催中～ 7/30 ㈰
◆和紙 さまざまな和紙の用途　 開催中～ 5/21 ㈰
◆米作りの道具　
　 お米はどうやってできるの？　  開催中（通年）
◆新収蔵品展　　　　 　　　　 　    開催中～４/16 ㈰

講
義
室

◆展覧会講座
　「円山応挙の世界～展覧会鑑賞のツボ～」
　　日時　4/23 ㈰　午後2時～ 3時30分
　定員　先着80人（事前申込不要）
　費用　聴講無料
　講師　当館学芸係長 鳥津 亮二 氏

4月の休館日　3日㈪、10日㈪、17日㈪～20日㈭、24日㈪
博物館ホームページ

http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp/museum/

平
成
28
年
熊
本
地
震
復
興
基
金
を
活
用

す
る
事
業（
農
家
の
自
力
復
旧
支
援
事

業
）の
要
望
量
調
査

　

今
回
の
調
査
は
、
全
体
の
要
望
量
や
要
望
額
を
把

握
す
る
た
め
の
調
査
で
す
。
ま
た
、
復
興
基
金
の
う

ち
本
事
業
の
事
業
予
算
枠
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
場
合

に
よ
っ
て
は
一
部
が
対
象
と
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
事
業
対
象
と
な
っ
た
場
合
の
申
請

に
つ
い
て
は
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対　

象　

被
災
し
た
農
地
の
所
有
者
ま
た
は
耕
作
者
、

　

集
落
、
任
意
組
合
な
ど

　
※
既
に
復
旧
を
終
え
た
人
、こ
れ
か
ら
復
旧
す
る
人
が
対
象

対
象
事
業
費　

被
災
し
た
農
地
の
う
ち
国
庫
補
助
の

　

対
象
と
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
農
家
が
自
ら

　

行
う
復
旧
作
業
や
復
旧
作
業
と
一
体
的
に
行
う
農

　

地
の
表
土
整
地
や
耕
起
な
ど
に
要
す
る
経
費（
作

　

業
機
械
借
上
料
、
機
械
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
賃
金
、
資

　

材
な
ど
の
材
料
費
、
燃
料
費
、
運
搬
費
、
人
件
費

　

な
ど
、
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
経
費
）

復
旧
内
容　

地
震
に
起
因
す
る
農
地
の
復
旧
に
必
要

　

な
石
積
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
、
畦
畔
復
旧
、
法
面
整
形
、

　

沈
下
部
の
客
土
、
均
平
な
ど

補
助
率　

復
旧
に
要
し
た
費
用
の
１
／
２
以
内

上
限
額　

１
カ
所
当
た
り
20
万
円
ま
で

調
査
期
間　

4
月
21
日
㈮
ま
で

受
付
場
所　

農
地
整
備
課
、各
農
林
水
産
地
域
事
務
所

　
（
泉
町
管
内
は
東
陽
農
林
水
産
地
域
事
務
所
）

問
合
せ　

農
地
整
備
課
☎
33
４
１
１
８

遺
跡
の
発
掘
調
査
に
伴
う

発
掘
作
業
員
の
登
録

　
平
成
29
年
度
の
発
掘
作

業
員
の
登
録
を
受
け
付
け

ま
す
。
平
成
28
年
度
に
登

録
さ
れ
た
人
も
更
新
が
必

要
で
す
。

　

な
お
、
登
録
者
全
員
が
雇
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

4
月
14
日
㈮
か
ら
随
時

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

受
付
場
所　

文
化
振
興
課

　
※
登
録
に
は
必
ず
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
※
登
録
用
の
顔
写
真
を
１
枚
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　（
4	

cm
×
3	

cm
程
度
）

　
※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

　
　
用
く
だ
さ
い
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

交
通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ

け
る
と
と
も
に
、
住
民
自
身
に
よ
る
道
路
交
通
環
境

の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

期　

間　

4
月
6
日
㈭
～
15
日
㈯

　
※
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
4
月
10
日
㈪

運
動
の
基
本　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

運
動
重
点

　

①
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

　
　
（
自
転
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底
）

　

②
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

　
　

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

　
　

徹
底

　

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
合
せ　

市
民
活
動
政
策
課
☎
33
４
４
８
２

　
　
　
　

八
代
警
察
署
☎
33
０
１
１
０

広　　告
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厚生会館、鏡文化センター
施設利用調整会議

　原則として、利用月の６カ月前（ただし、厚生
会館のホワイエ、文化センターの研修室、視聴覚
室、ホワイエ、リハーサル室の単独利用について
は３カ月前）の月初めの平日、午前９時から施設
利用調整会議を開始します。

利用日 調整会議

  平成29年10月   平成29年4月3日㈪

  平成29年11月   平成29年5月1日㈪

  平成29年12月   平成29年6月1日㈭

  平成30年1月   平成29年7月3日㈪

  平成30年2月   平成29年8月1日㈫

  平成30年3月   平成29年9月1日㈮

  平成30年4月   平成29年10月2日㈪

  平成30年5月   平成29年11月1日㈬

  平成30年6月   平成29年12月1日㈮

  平成30年7月   平成30年1月4日㈭

  平成30年8月   平成30年2月1日㈭

  平成30年9月   平成30年3月1日㈭

平
成
29
年
度 

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

　

犬
の
飼
い
主
は
、
飼
い
犬
に
年
１
回
狂
犬
病
予
防

注
射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

市
内
各
会
場
を
巡
回
し
て
行

う
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
を

ご
利
用
い
た
だ
き
、
愛
犬
へ
の

狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

実
施
期
間　

4
月
10
日
㈪
～
27
日
㈭

　
※
旧
八
代
市
内
、
各
支
所
管
内
に
よ
っ
て
日
程
が
異
な
り

　
　
ま
す
。

実
施
日
時
・
場
所

　

既
に
登
録
を
し
て
い
る
飼
い
主
の
人
に
は
、
3
月

下
旬
に
問
診
票
と
一
緒
に
日
程
表
を
送
付
し
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
以
外
の
人
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
環
境
課
ま
で
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

注
射
料
金

　
３
１
０
０
円

　
（
注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
０
０
円
を
含
む
）

　
※
新
た
に
犬
を
登
録
す
る
場
合
は
、
別
途
３
０
０
０
円
が

　
　
必
要
で
す
。

そ
の
他

　
　

犬
の
体
調
が
悪
い
と
き
は
注
射
を
受
け
さ
せ
な

　

い
で
く
だ
さ
い
。

　
　

事
故
が
生
じ
な
い
よ
う
必
ず
犬
を
制
御
で
き
る

　

人
が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　
　

集
合
注
射
の
日
程
で
は
都
合
が
悪
い
人
は
、
動

　

物
病
院
で
も
予
防
注
射
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
課
☎
33
４
１
１
４

全
国
健
康
保
険
協
会（
協
会
け
ん
ぽ
）

熊
本
支
部
の
保
険
料
率
改
定

　

3
月
分（
4
月
納
付
分
）か
ら
協
会
け
ん
ぽ
の
保
険

料
率
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

　

任
意
継
続
被
保
険
者
の
人
は
4
月
分
の
保
険
料
か

ら
改
定
さ
れ
ま
す
。

熊
本
支
部
の
保
険
料
率

　

現　

行　

10
・
10
％

　

改
訂
後　

10
・
14
％（
０
・
04
％
引
き
上
げ
）

介
護
保
険
料
率

　

現　

行　

１
・
58
％

　

改
訂
後　

１
・
65
％（
０
・
07
％
引
き
上
げ
）

　
　

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人（
介
護
保
険
第
2
号

　

被
保
険
者
）は
、
健
康
保
険
料
率
に
介
護
保
険
料

　

率
が
加
わ
り
、
11
・
79
％
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

全
国
健
康
保
険
協
会
熊
本
支
部

　
　
　
　

☎
０
９
６（
３
４
０
）０
２
６
１

登
録
の
有
効
期
間
　
平
成
30
年
度
登
録
開
始
ま
で

問
合
せ　

文
化
振
興
課
☎
33
４
５
３
３

文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
届
出
な
ど
に

つ
い
て

　

市
内
に
は
、
古
墳
や
城
跡
、
干
拓
の
樋
門
や
堤
防

跡
な
ど
、
４
０
０
を
超
え
る
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
遺

跡
内
で
工
事
な
ど
を
行
う
際
に
は
文
化
財
保
護
法
に

基
づ
く
事
前
の
届
出
な
ど
が
必
要
で
す
の
で
、
事
前

に
工
事
予
定
地
が
遺
跡
に
含
ま
れ
て
い
る
か
文
化
振

興
課
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
遺
跡
の
う
ち
国
や
県
、
市
で
指
定
し
た
「
史

跡
」
の
中
で
工
事
な
ど
を
行
う
場
合
に
は
、
文
化
財

保
護
法
の
届
出
前
に
、「
史
跡
」
の
現
状
変
更
の
許
可

を
国
・
県
・
市
か
ら
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

文
化
振
興
課
☎
33
４
５
３
３

施設名・問合せ 調整会議会場
厚 生 会 館 ☎32-3196 厚生会館集会室
鏡文化センター☎52-1114 鏡文化センター事務室

広　　告
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ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
拡
充

【
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　

の
増
設
】

　
　
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

広
場
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
2
面

　

を
増
設
し
、
人
工
芝
テ
ニ
ス

　

コ
ー
ト
合
計
16
面
の
施
設
に

　

整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
周

　

辺
駐
車
場
も
整
備
し
、
今
後

　

も
よ
り
多
く
の
大
会
や
大
規

　

模
な
大
会
な
ど
を
開
催
で
き
る
施
設
と
し
て
利
用

　

で
き
ま
す
。

【
鏡
武
道
館
内
の
遠
的
場
兼
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
の
新
設
】

　
　

鏡
武
道
館
内
の
弓
道
場
の

　

一
部
を
改
修
し
、
弓
道
遠
的

　

場
兼
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
の
練

　

習
場
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。

《
共
通
事
項
》

利
用
開
始
日　

4
月
1
日
㈯　

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　

☎
33
４
１
６
４

下
水
道
接
続
工
事

　

平
成
29
年
度
に
お
い
て
、
汲
み
取
り
便
所
ま
た
は

単
独
・
合
併
浄
化
槽
か
ら
の
切
り
替
え
で
公
共
下
水

道
へ
接
続
し
た
人
に
予
算
の
範
囲
内
で
助
成
金
を
交

付
し
ま
す
。

対
象
区
域　

公
共
下
水
道
処
理
区
域

対
象
工
事　
汲
み
取
り
便
所
や
浄
化
槽
を
廃
し
て
公
共

　

下
水
道
に
接
続
す
る
た
め
の
工
事（
新
築
を
除
く
）

助
成
金
受
給
資
格

　

・
処
理
区
域
内
の
建
物
の
所
有
者
か
、
そ
の
同
意

市
臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）申
請

　

4
月
中
旬
に
支
給
対
象
と
な
り
え
る
人
へ
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
。

支
給
対
象
者
　
平
成
28
年
1
月
1
日
時
点
で
本
市
に

　

住
民
票
が
あ
り
、
平
成
28
年
度
分
の
市
県
民
税

　
（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人
。
た
だ
し
、

　

課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
親
族
な
ど
と
な
っ
て

　

い
る
人
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
な
ど
は
対

　

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

支
給
額　

1
万
５
０
０
０
円
／
人　

　
※
1
回
限
り
。
申
請
書
受
付
後
、	

支
給
ま
で
2
カ
月
程
度

申
請
期
間
　

4
月
20
日
㈭
～
7
月
20
日
㈭

申
請
方
法
　
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
郵
送

窓
口
で
の
申
請
場
所

　

・
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業
推
進
室

　
　
（
熊
本
総
合
病
院
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
事
務
局
４
階
）

八
代
市
千
丁
健
康
温
泉
セ
ン
タ
ー
に

名
称
が
変
わ
り
ま
す

　

4
月
1
日
か
ら
パ
ト
リ
ア
千
丁
の
1
階
が
「
八
代

市
公
民
館
」
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
2
階
の
温
泉

は
「
八
代
市
千
丁
健
康
温
泉
セ
ン
タ
ー
」
に
改
称
し
、

営
業
を
継
続
し
ま
す
。
な
お
、
受
付
場
所
は
2
階
温

泉
入
口
付
近
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

千
丁
健
康
温
泉
セ
ン
タ
ー
☎
46
２
６
１
１

児童扶養手当支給額（月額）

児童の数 全部支給 一部支給

1 人 42,290 円 42,280 円～ 9,980 円

2 人 9,990 円 9,980 円～ 5,000 円

3 人以上 5,990 円 5,980 円～ 3,000 円

児童扶養手当額の変更
　4月分（8月支給）から児童扶養手当額（月額）が改定とな
ります。
※一部支給の場合は、本人の所得に応じて10円単位で設定します。

問合せ　こども未来課☎ 33-8721

　
　

を
得
た
使
用
者　
　

　

・
市
税
と
下
水
道
受
益
者
負
担
金（
分
担
金
を
含

　
　

む
）な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
世
帯

　

・
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
と
利
子
補

　
　

給
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
な
ど

助
成
金
額　

　

汲
み
取
り
便
所
か
ら
の
改
造
工
事　

8
万
円

　

単
独
浄
化
槽
か
ら
の
改
造
工
事　
　

4
万
円

　

合
併
処
理
浄
化
槽
か
ら
の
改
造
工
事

　
（
補
助
金
を
受
給
し
て
い
な
い
人
）　

3
万
円

　
（
補
助
金
を
受
給
し
て
い
る
人
）　　

2
万
円

　
※
改
造
工
事
額
が
助
成
額
を
下
回
る
場
合
は
、
そ
の
改
造

　
　	

工
事
額
と
し
ま
す
。

　
※
排
水
設
備
等
計
画
確
認
申
請
書
と
同
時
に
必
要
書
類
を

　	

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
合
せ　

下
水
道
総
務
課
☎
33
４
１
４
７

　

・
各
健
康
福
祉
地
域
事
務
所（
支
所
内
）

　

・
日
奈
久
・
二
見
出
張
所

問
合
せ　

臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業
推
進
室

　
　
　
　

☎
31
１
０
２
４

広　　告
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マイナちゃん

マイナンバー
Ｑ＆Ａ⑨
■質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
　そもそも、マイナンバー制度は何で必要なの。
□答え　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
　たとえば、福祉サービスや社会保険料の減免の対象
になるかなどの確認をする際、市役所や年金事務所、
公共職業安定所などいくつかの機関をまたいで情報の
やり取りが必要になる場合があります。それぞれの機
関は住民票コードや基礎年金番号、雇用保険の被保険
者番号などの異なる番号で管理しているため、同一人
物のものかどうかを特定するのに膨大な時間がかかっ
ていました。
　そこで、このような課題を解決するため、社会保障・
税・災害対策の３分野について共通の番号、つまり「マ
イナンバー」が導入されました。個人の特定を正確で
迅速に行えるようにするためです。
　制度導入により、行政にとっても国民にとっても効
率化が図られ、より公平・公正な税・社会保障制度を
構築することができるようになります。

企画政策課☎３３－４１０４

ま
ち
の
先
生
派
遣
事
業
の
ご
案
内

　

次
世
代
を
担
う
若
者
に
、
伝

統
文
化
や
芸
術
文
化
に
触
れ
て

も
ら
う
機
会
を
提
供
す
る
た

め
、
要
望
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
知
識
や
技
能
を
持
つ
文
化
協
会
の
会
員
を

「
ま
ち
の
先
生
」
と
し
て
派
遣
し
ま
す
。

実
施
期
間

　

前
期　

5
月
1
日
㈪
～
9
月
30
日
㈯

　

後
期　

10
月
1
日
㈰
～
平
成
30
年
2
月
28
日
㈬

内　

容　

書
道
・
短
歌
・
茶
道
・
華
道
・
詩
吟
・

　

日
本
舞
踊
・
日
本
民
謡
・
民
俗
芸
能
・
着
付
け
・

　

合
唱
・
写
真
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ

エ
・
造
形

対　

象　

保
育
園
や
幼
稚
園
な
ど
の
未
就
学
児
、小
・

　

中
・
高
・
大
学
な
ど
の
在
学
生
と
そ
の
年
齢
に
該

　

当
す
る
5
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

費　

用
　
無
料

　
※
材
料
費
・
会
場
費
な
ど
は
受
講
者
負
担

申
込
期
間　

前
期　

4
月
10
日
㈪
～
25
日
㈫

　
　
　
　
　

後
期　

8
月
15
日
㈫
～
31
日
㈭

　
※
1
講
座
を
前
期
と
後
期
に
分
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
※
申
込
多
数
の
場
合
は
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ　

　

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
文
化
振
興
課（
旭
中
央
通

３
番
11
Ｔ
Ｓ
ビ
ル
）☎
33
４
５
３
３
D  

33
４
５
１
６

へ
申
し
込
み

宝
く
じ
助
成
事
業
で
通
町
町
内
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
を
整
備

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、通
町
町
内

会
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品（
八
代
妙
見
祭
「
笠
鉾

西
王
母
」奉
納
に
か
か
る
衣
装
）が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

  

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
社
会

貢
献
広
報
事
業
費
を
財
源
と
し
て
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
助
成
決
定
を
行
う
も
の
で
、
今
後
の
通
町
町

内
会
の
益
々
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
政
策
課
☎
33
４
１
０
４

※
先
月
号
の
同
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

　

こ
こ
に
掲
載
し
お
詫
び
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し

自
主
防
災
活
動
の
資
機
材
を
整
備

　

～
高
下
西
町
第
二
町
内
自
主
防
災
会
～

　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ

の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
実
施
し
て
い
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を
活
用
し
、
車
椅
子

や
防
災
機
材
倉
庫
な
ど
総
数
17
点
の
自
主
防
災
活
動

に
必
要
な
資
機
材
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
整
備
し
た
資
機
材
を
使
っ
た
防
災
訓
練
を

予
定
し
て
お
り
、
訓
練
を
通
じ
て
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は
、
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

自
主
防
災
組
織
の
育
成
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品

の
整
備
な
ど
に
対
し
て
助
成
を
行
い
、
地
域
社
会
の

健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め

に
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
。

問
合
せ
　
危
機
管
理
課
☎
33
４
１
１
２

広　　告



22Yatsushiro 2017.4

サンライフ八代 自主講座生募集
　サンライフ八代では自主講座生を募集してい
ます。4 月の各講座を見学してみませんか。

曜 講　座　名 開催する週 時　間

月
 フラダンス講座
 （レイ ･ ナニ・モキハナ）
 ※ 4 月は 3・17・24 日

 第 1・3・4 10：00～12：00

火  華道講座（小原流）
 ※4月は4・18日  第 1・3 10：00～12：00

水

 ソフトエアロビクス講座
 ※4月は12・19・26日  第1・2・3・4 10：00～12:00

 マジック水曜日講座
 （中級）
 ※4月は19日

 第 1・3 10：00～12：00

 ハーモニカ講座
 （初心者ＯＫ）
 ※4月は12・26日

 第 2・4 13：30～15：30

木

 囲碁講座
 ※4月は13・27日  第 2・4 13：00～

 絵画講座
 ※4月は6・20日  第 1・3 10：00～12：00

 社交ダンス講座（中・上級）
 ※4月は6・13・20・27日  第1・2・3・4 10：00～12：00

金
 マジック金曜日講座
 （初級）
 ※4月は14・28日

 第 2・4 10：00～12：00

申込み・問合せ　サンライフ八代☎32-7171

夏
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

参
加
者
募
集

　

体
験
を
通
し
て
お
互
い
の
理
解
や
交
流
を
深
め
、

国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
、
夏
休
み
海
外
研
修

交
流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。引
率
指
導
者
も
同
行
し
、

募
　
　
集

事
前
の
準
備
か
ら
帰
国
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

内　

容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
学
校
体
験
、
英
語
研
修
、

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
、
文
化
交
流
、
地
域
見
学
、

　

野
外
活
動
な
ど

研
修
国　

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、

　

サ
イ
パ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
フ
ィ
ジ
ー
、
フ
ィ

　

リ
ピ
ン

日　

程　

7
月
26
日
㈬
～
8
月
16
日
㈬
の
内
の
8
～

　

18
日
間　
※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

対　

象　

小
学
3
年
生
～
高
校
3
年
生
の
人

　
※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

参
加
費　

24
万
８
０
０
０
円
～
63
万
８
０
０
０
円

申
込
締
切　

5
月
26
日
㈮
、
6
月
9
日
㈮

　
※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

問
合
せ
　
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３（
６
４
１
７
）９
７
２
１

男
女
共
同
参
画
情
報
誌「
Ｍ
ｉ
☆
Ｒ
ａ
ｉ
」

編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

男
女
が
と
も
に
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
社
会
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
年
に
1
回
、
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
情
報
誌
「
Ｍ
ｉ
☆
Ｒ
ａ
ｉ
」
を
発
行
し
て
い

ま
す
。
文
章
を
書
く
こ
と
が
好
き
な
人
、
編
集
経
験

は
な
い
け
ど
興
味
が
あ
る
人
、
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
に
少
し
で
も
関
心
が
あ
る
人
、
あ
な
た
の
感

性
や
発
想
を
カ
タ
チ
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

作
業
内
容　

　

掲
載
記
事
の
企
画
・
取
材
・
編
集
・
校
正
な
ど

募
集
人
員　

5
人
程
度（
年
齢
・
性
別
不
問
）

募
集
締
切　

4
月
27
日
㈭

問
合
せ　

人
権
政
策
課
☎
30
１
７
０
１

G gender-equal@
city.yatsushiro.lg.jp

農
地
を
「
貸
し
た
い
人
」「
借
り
た
い
人
」

を
募
集

　

農
地
中
間
管
理
機
構（
県
農
業
公
社
）で
は
、
農
業

経
営
を
縮
小
す
る
人
な
ど
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、

担
い
手
農
家
な
ど
に
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
担
い
手
農
家
に
農
地
を
貸
し
た
い
」「
新
た
な
農

地
が
あ
れ
ば
借
り
た
い
」
と
い
う
人
は
市
町
村
や
Ｊ

Ａ
の
担
当
窓
口
、県
農
業
公
社
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
農
業
公
社
☎
０
９
６（
２
１
３
）１
２
３
４

未
来
は
、
一
本
の
電
話
か
ら
。

お
悩
み
の
時
は｢

こ
こ
ん
」
へ

　
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
～
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
～
こ
こ
ん

は
、
ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り
、
不

登
校
な
ど
の
子
ど
も
・
若
者
を
対

象
と
し
た
総
合
相
談
窓
口
で
す
。

　

県（
熊
本
市
を
除
く
）に
在
住
の
15
歳
か
ら
40
歳
未

満
の
人
と
そ
の
家
族
、
友
人
、
知
人
の
人
が
対
象
で

す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
～
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
～
こ
こ
ん
☎
０
９
６（
３
８
７
）７
０
０
０

広　　告
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津
波
・
水
害
避
難
ビ
ル
の
募
集

　

平
成
25
年
に
県
が
発
表
し
た
地
震
・
津
波
の
調
査

結
果
に
よ
る
と
、
本
市
で
も
最
大
震
度
7
、
そ
の
揺

れ
に
よ
り
堤
防
が
破
壊
さ
れ
る
と
い
う
想
定
の
下
、

約
６
５
０
０
ha
が
津
波
に
よ
り
浸
水
す
る
と
い
う
想

定
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
津
波
避
難
ビ
ル
な
ど
と
し
て
指
定
さ
せ

て
い
た
だ
け
る
施
設
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

指
定
対
象
地
域
内
に
左
記
の
要
件
を
満
た
す
構
造

物
を
所
有
、
管
理
し
て
い
る
個
人
ま
た
は
法
人
で
、

無
償
で
津
波
避
難
ビ
ル
な
ど
と
し
て
の
指
定
に
協
力

で
き
る
人
は
、危
機
管
理
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

要　

件

　

①
3
階
以
上（
2
階
屋
上
を
含
む
）の
鉄
筋
コ
ン
ク

　
　

リ
ー
ト
造（
Ｒ
Ｃ
）ま
た
は
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク

　
　

リ
ー
ト
造（
Ｓ
Ｒ
Ｃ
）で
あ
る
こ
と
。

　

②
新
耐
震
基
準（
昭
和
56
年
6
月
1
日
以
降
の
建

　
　

築
基
準
法
に
お
け
る
耐
震
基
準
）を
満
た
す
も

　
　

の
で
あ
る
こ
と
。

　

③
3
階
以
上（
2
階
屋
上
を
含
む
）の
階
に
一
時
避

　
　

難
が
可
能
な
場
所
を
有
す
る
こ
と
。

問
合
せ　

危
機
管
理
課
☎
33
４
１
１
２

災
害
時
協
力
事
業
所
の
募
集

　

災
害
時
協
力
事
業
所
登
録

制
度
と
は
、
災
害
発
生
時
に

お
い
て
、
個
別
の
事
業
所
な

ど
が
保
有
す
る
能
力（
資
機

材
、
人
材
、
物
資
な
ど
）を

地
域
の
重
要
な
防
災
力
と
考

え
、
八
代
市
災
害
時
協
力
事

業
所
登
録
制
度
を
構
築
し
、
登
録
し
た
事
業
所
の
自

主
的
な
協
力
活
動
に
よ
り
、
迅
速
な
被
災
者
救
援
・

救
護
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

災
害
時
に
期
待
す
る
活
動

　

災
害
時
は
、
自
己
に
お
い
て
災
害
を
認
識
し
た
と

き
、
市
か
ら
の
災
害
情
報
の
提
供
を
受
け
た
と
き
、

自
主
防
災
組
織
・
町
内
会
・
市
民
か
ら
の
要
請
が
あ
っ

た
と
き
は
、
自
己
の
業
務
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
自

発
的
な
救
援
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

平
常
時
の
活
動

　

平
常
時
は
、
市
民
へ
の
防
災
意
識
の
啓
発
の
た
め

に
可
能
な
範
囲
の
協
力
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
防
災
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
市
な
ど
が
開
催
す

る
防
災
講
演
会
へ
の
参
加
、
従
業
員
へ
の
防
災
研
修

な
ど
で
す
。

経
費
の
負
担

　

登
録
事
業
者
の
自
主
的
な
活
動
を
期
待
す
る
も
の

な
の
で
、
そ
れ
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
事
業
所

負
担
と
な
り
ま
す
。

活
動
時
の
負
傷
な
ど
に
関
す
る
補
償

　

登
録
事
業
者
の
自
主
的
な
活
動
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
活
動
時
に
お
け
る
負
傷
な
ど
に
関

す
る
市
か
ら
の
補
償
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
事
業
所

　

市
内
に
店
舗
、
工
場
、
事
務
所
な
ど
を
有
す
る
も

の
、
市
内
に
活
動
拠
点
を
置
く
団
体（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
含
む
）で
法
人
格
の
有
無
、

本
店
・
支
店
・
営
業
所
な
ど
の
形
態
は
問
い
ま
せ
ん
。

ま
た
個
人
商
店
は
対
象
で
す
が
、
個
人（
ひ
と
り
）は

対
象
外
と
し
ま
す
。

登
録
事
業
所
と
し
て
の
周
知

　

登
録
事
業
所
は
、
市
よ
り
登
録
の
証
と
し
て
「
八

代
市
災
害
時
協
力
事
業
所
登
録
証
」
を
交
付
し
ま
す

の
で
、
事
務
所
な
ど
わ
か
り
や
す
い
場
所
に
掲
示
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
自
社
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
名
刺
な
ど
に
表
示
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
な
お
、
広
告
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
事
業
所
名
の
公
表

　

災
害
時
協
力
事
業
所
と
し
て
登
録
さ
れ
た
事
業
所

の
名
称
、所
在
地
、電
話
番
号
、活
動
内
容
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。（
公
表
を
希
望
し
な
い

登
録
事
業
所
に
つ
い
て
は
公
表
し
ま
せ
ん
）

　

町
内
会
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
に
登
録
内
容
な
ど

の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

登
録
方
法（
登
録
受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
）

項目 内容

人的援助
負傷者の搬送、救出・救助
活動、避難所での活動など

物品援助
食料品・飲料水・衣類・日
用品の支援

避難所など
の提供

避難所となる施設の提供、
仮設トイレの提供

資機材など
の支援

建設重機・車両などの提供、
発電機の提供

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
八
代
市
災
害
時
協
力

事
業
所
登
録
制
度
要
綱
」
を
ご
覧
の
う
え
、
登
録
の

場
合
は
「
八
代
市
災
害
時
協
力
事
業
所
登
録
届
」
に
、

登
録
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
「
八
代
市
災
害

時
協
力
事
業
所
変
更
届
」
に
、
抹
消
し
た
い
場
合
は

「
八
代
市
災
害
時
協
力
事
業
所
登
録
抹
消
届
」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
危

機
管
理
課
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

危
機
管
理
課
☎
33
４
１
１
２

【具体的協力事例】

広　　告
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講
　
演  

・  

講
　
座

ごみ非常事態宣言継続中

問合せ　廃棄物対策課☎34-1997

期　　間 燃えるごみの
収集量

1 人 1 日当たりの
燃えるごみの量

H28年2月 1,249ｔ 415ｇ
H29年2月 1,155ｔ 398ｇ
比　　較 ー94ｔ ー 17ｇ

期 間（12ヶ月） 燃えるごみの
収集量

1 人 1 日当たりの
燃えるごみの量

H21年 8月～22年 7月 19,127ｔ 490ｇ
H28年  2月～29年  1月 16,813ｔ 445ｇ

比　　較 －2,314ｔ － 45ｇ

家庭ごみ収集量の前年比較  （人口変動あり）

家庭ごみ収集量の「ごみ非常事態宣言前」との比較

妙
見
祭
衣
装
着
付
け
講
座

　

妙
見
祭
衣
装
に
関
す
る
着
付
け
の
技
術
を
学
び
、

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
へ
登
録
さ
れ
た
妙
見
祭
に

着
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。（
初
心
者
大
歓
迎
）

八
代
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

【
シ
ニ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
に
無
料
登
録
し
ま
せ
ん
か
】

　
一
人
ひ
と
り
の
希
望
に
合
っ
た
仕
事
を
全
力
で
開

拓
し
ま
す
。
仕
事
が
あ
っ
た
時
点
で
入
会
す
る
制
度

で
、
入
会
し
た
の
に
仕
事
が
な
い
と
い
う
不
安
も
な

く
、
仕
事
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
登
録
く
だ
さ
い
。

【
会
員
募
集
】

　

家
庭
で
の
清
掃
や
家
事
サ
ー
ビ
ス
、
農
作
業
、
除

草
、
草
刈
り
な
ど
の
仕
事
が
で
き
る
人
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

【
入
会
説
明
会
】

と
　
き　

4
月
5
日
㈬
・
19
日
㈬
、

　
　
　
　

5
月
2
日
㈫
・
17
日
㈬ 

午
後
1
時
30
分
～

と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

持
参
品　

写
真
、
認
印
、
通
帳（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か

　
　
　
　

肥
後
銀
行
、
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
の
本
人
名
義

　
　
　
　

の
も
の
）、
会
費（
月
額
２
０
０
円
。
夫
婦

　
　
　
　

で
入
会
す
る
場
合
は
半
額
）

入
会
資
格　

市
内
在
住
で
平
成
30
年
3
月
末
日
ま
で

　
　
　
　
　

に
60
歳
以
上
に
な
る
人

【
楽
し
い
パ
ソ
コ
ン
教
室
】

　
若
い
人
か
ら
高
齢
の
人
ま
で
、丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

問
合
せ
　
八
代
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
33
２
７
１
１

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
春
募
集

　

青
年
海
外
協
力
隊
と
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
募
集
期
間
に
合
わ
せ
て
体
験
談

と
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

募
集
期
間　

3
月
31
日
㈮
～
5
月
10
日
㈬

【
体
験
談
・
説
明
会
】

と　

き　
4
月
16
日
㈰　

午
後
2
時
30
分
～
4
時
30
分

と
こ
ろ　

熊
本
市
国
際
交
流
会
館

問
合
せ　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
熊
本

　
　
　
　

☎
０
９
６（
３
５
９
）２
１
３
０

　
　
　
　

I http://w
w

w
.jica.go.jp

九
州
国
際
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
２
０
１
７ 

参
加
者
募
集

と　

き　

５
月
12
日
㈮
～
14
日
㈰　
※
雨
天
決
行

と
こ
ろ　

球
磨
川
河
川
緑
地

事
前
申
込　

受
付
中
～
4
月
14
日
㈮

　
　
　
　
　
※
要
参
加
費

そ
の
他
　
コ
ー
ス
や
参
加
費
な
ど
の
詳
細
は
、
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

I http://3day.yatsushiro.jp/

問
合
せ　

九
州
国
際
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
実
行
委
員

　
　
　
　

会（
観
光
振
興
課
内
）☎
33
４
１
３
２

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
住
民
講
演
会

【
熊
本
地
震
か
ら
1
年

  

災
害
時
に
命
と
健
康
を
守
る
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
】

と　

き　

4
月
15
日
㈯　

午
後
2
時
～

　
　
　
　
（
開
場 

午
後
1
時
30
分
～
）

と
こ
ろ　

八
代
市
公
民
館
ホ
ー
ル（
パ
ト
リ
ア
千
丁
）

講
演
内
容　

　
　
「
避
難
生
活
の
健
康
リ
ス
ク

　
　

 （
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
等
）」

講　

師　

石
巻
赤
十
字
病
院　

呼
吸
器
外
科
部
長

　
　
　
　

植
田 

信
策 

氏

費　

用
　
無
料（
事
前
申
込
不
要
）

問
合
せ
　
健
康
福
祉
政
策
課
☎
33
４
６
８
２

障
が
い
者
委
託
訓
練
の
受
講
生
募
集

　
障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た
障
が
い
訓
練
を

企
業
な
ど
に
委
託
し
て
県
内
各
地
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
に
必
要
な
技
術
習
得（
パ
ソ
コ
ン
操
作
や
実

習
な
ど
）の
訓
練
を
行
う
と
と
も
に
就
職
支
援
を
行

い
ま
す
。

訓
練
期
間　

原
則
3
カ
月

費　

用　

無
料
（
別
途
教
材
代
）

申
込
み
・
問
合
せ　

　
　

求
職
者
は
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
。
在
職
者
は

　

県
立
高
等
技
術
専
門
学
校
☎
０
９
６（
３
７
８
）０
１
２
１

↖

広　　告
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医療ミニ知識

結核という病気
　結核と言えば高杉晋作や正岡子規を思い浮かべ
る人も多いと思います。8年ほど前にお笑い芸人
のハリセンボンの 1人が結核になり話題になり
ました。毎年世界では約 880 万人が結核に罹患
し、約 140万人が結核に関連して死亡しており、
現在でも結核はマラリアとならぶ世界最大の感染
症の一つです。
　我が国の結核の感染率は 1950年には 20歳成
人で 57％、80 歳以上では 96％と高率でした。
その後は BCGなどの予防対策や栄養状態の改善
により 2015 年には 20歳成人の感染率は 0.9%
に激減しました。しかし、80歳以上の人は、若
い時の感染により現在でも感染率は 61％と高い
状況です。
　結核は感染した人すべてが結核患者になるわけ
ではありません。感染したとしても約 90％の人
は発症せず､ 自分の免疫力で結核菌を抑え込みま
す。残る 10％が発症し結核菌を痰などに排出す
る患者となり、他人にうつす感染源になります。
　結核菌がやっかいな点は、免疫力で抑え込まれ
ても治療で治癒しても、結核菌は体の中でじっと
生き延びることです。免疫力が結核菌より勝って
いる間は問題ないのですが、高齢や栄養不良、病
気などで免疫力が低下すると､ じっとしていた結
核菌が増殖を始め､ 再発という形で発症すること
があります。
　高齢化社会を迎えている我が国では高齢者の結
核発症が問題となっています。現在我が国は欧米
などの先進国と比べると結核がまだ多い国です。
減少はしているけれどもまだ忘れてはいけない病
気の一つなのです。

市立病院☎ 33-3620

市立病院発

小
型
船
舶
海
上
安
全
講
習
会

　

船
舶
免
許
を
所
持
し
て
い
る
人
や
、
こ
れ
か
ら
船

舶
の
所
有
を
考
え
て
い
る
人
な
ど
、
誰
で
も
受
講
で

き
ま
す
。

要
約
筆
記
者
養
成
講
座 

受
講
生
募
集

　

手
話
が
分
か
ら
な
い
、
ま
た
は
手
話
よ
り
も
文
字

情
報
で
の
情
報
を
望
む
聴
覚
障
が
い
者
に
対
し
、
筆

記
・
パ
ソ
コ
ン
で
情
報
を
伝
え
る
要
約
筆
記
者
を
養

成
し
ま
す
。

　

要
約
筆
記
者
が
増
え
る
こ
と
は
地
域
の
聴
覚
障
が

い
者
の
社
会
参
加
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

要
約
筆
記
者
を
目
指
し
た
い
人
は
、
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

と　

き　

5
月
11
日
㈭
～
10
月
26
日
㈭
ま
で
の

　
　
　
　

毎
週
木
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

と
こ
ろ　

県
身
体
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

対　

象　

高
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有
し
、
聴
覚
障

　
　
　
　

が
い
者
の
人
へ
の
支
援
に
関
心
の
あ
る
人

定　

員　

手
書
き（
定
員
20
人
）

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン（
定
員
20
人
）

費　

用　

テ
キ
ス
ト
代
３
４
０
０
円

申
込
み　

4
月
30
日
㈰
ま
で
に
手
書
き
ま
た
は
パ
ソ

　
　
　
　

コ
ン
の
ど
ち
ら
か
を
選
び
電
話
で
申
し
込
み
。

　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ　

　

県
聴
覚
障
害
者
情
報
提
供
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６（
３
８
３
）５
５
９
５

と　

き　

6
月
8
日
㈭
、
7
月
13
日
㈭
、

　
　
　
　

9
月
7
日
㈭
、
10
月
12
日
㈭
、

　
　
　
　

11
月
9
日
㈭
・
16
日
㈭　

午
後
7
時
～

と
こ
ろ　

代
陽
公
民
館

内　

容　

実
際
の
祭
礼
衣
装
を
用
い
た
実
技
、
帯
の

　
　
　
　

締
め
方
を
は
じ
め
と
す
る
着
付
け
の
基
礎

　
　
　
　

講
習
な
ど

対　

象　

妙
見
祭
当
日
に
着
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

　
　
　
　

希
望
す
る
人

費　

用
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ　

文
化
振
興
課
☎
33
４
５
３
３

と　

き 

4
月
14
日
㈮

　
　
　
　

午
後
6
時
30
分
～
8
時
30
分

と
こ
ろ 

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

内　

容　

海
上
交
通
関
係
法
令
、
安
全
運
航
と
近
海

　
　
　
　

事
故
例
、
船
舶
免
許
更
新
制
度
、
船
舶
検

　
　
　
　

査
な
ど
に
つ
い
て

費　

用　

無
料　
※
当
日
受
付

問
合
せ 

県
小
型
船
舶
海
上
安
全
協
会
八
代
支
部

　
　
　
　

☎
33
１
２
０
１

広　　告
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図 書 館 催し物案内（4月）
行　　　　　事 と　　　　き 内　　　　　容

えいご de おはなし会 8日㈯ 午前11時30分～ 語り手：マザーグース

おひざにだっこのおはなし会 11日㈫ 午前11時～ 赤ちゃん向けおはなし会

0・1・2 歳児向けおはなし会 13日㈭ 午前11時～
語り手：子羊文庫

幼児・小学生向けおはなし会 1・8・15・22日㈯ 午後3時～

図書館講座「大人のための絵本講座」 28日㈮ 午前10時30分～ 子どもの本の見方・選び方　定員 : 先着 15 人（要申込）

図書館講座「新聞紙で作るコサージュ」29日㈯ 午前10時～午後3時 開催時間中いつでも作れます（事前申込不要）

おはなしバイキング 2・9・30日㈰ 午前11時～ 絵本の読み聞かせ

おはなしバイキングデラックス 16・23日㈰ 午前11時～ 絵本の読み聞かせや工作など

あかちゃん向けおはなし会（赤ちゃん広場）17日㈪ 午前10時30分～、24日㈪ 午後2時30分～ 語り手：いないいないばぁの会

幼児・小学生向けおはなし会
1･8･22日㈯ 午前11時～ 絵本の読み聞かせや工作

15日㈯ 午後2時30分～ 語り手：山猫軒

おはなし会 23日㈰ 午後2時～ 絵本の読み聞かせや電子図書など

スペシャルおはなし会 29日㈯ 午後2時～ 絵本の読み聞かせや工作など

おはなし会 30日㈰ 午後2時～ 絵本の読み聞かせやかるたなど

あかちゃん向けおはなし会（おはなしぴよぴよ）7･21日㈮ 午前11時～ 絵本の読み聞かせや手遊びなど

幼児・小学生向けおはなし会 2日㈰ ･8･22日㈯ 午後2時～ 語り手：ぐるんぱ

どんかちゃんおはなし会 1･15日㈯ 午前11時～ 絵本の読み聞かせや工作など

どんかちゃんスペシャルおはなし会 29日㈯ 午前11時～ 絵本の読み聞かせや工作など

　施設点検休館日　市立図書館本館：26日㈬、せんちょう分館：11日㈫、かがみ分館：26日㈬

▶ 3日㈪ 9:40 ひので保育園 10:15 金剛公民館 10:45 ま心苑　　　　  　 ▶ 4日㈫ 9:40 高島団地 10:10 築添団地 10:45 八代中央クリニック
▶ 5日㈬ 9:40 麦島公民館 10:15 植柳公民館 10:45 偕老苑　　　　　  　 ▶ 6日㈭ 9:40 竹原県職住宅 10:10 日本製紙太田郷社宅 10:40 日本製紙日置社宅
▶ 11日㈫ 9:40 JR 西宮アパート 10:10 市立病院 10:40 老人ホーム楽寿  ▶ 12日㈬ 13:25 二見小 14:10 二見公民館 14:55 光嶺保育園
▶ 13日㈭ 13:15 龍峯小 13:55 如見商店前 14:25 中次団地　　　　　 　 ▶ 17日㈪ 13:15 昭和小 14:00 郡築 12 番八協連 14:35 井揚団地 

▶ 18日㈫ 13:15 八竜小 14:10 JA坂本 14:50 グリーンパーク　 　　 　 ▶ 19日㈬ 13:15 東陽小 14:05 河俣山村広場 14:40 東陽せせらぎ
▶ 20日㈭ 13:20 泉小中 14:00 泉支所 14:30 泉運動広場　　　　　   　   ▶ 21日㈮ 9:40 総合体育館 10:10 東中洲公園 10:40 あさひ園　 
▶ 24日㈪ 9:40 流藻川団地 10:05 すずらん苑 10:40 きぼうの里たいよう　      ▶ 25日㈫ 13:15 日奈久小 14:00 南部市民センター 14:30 保寿寮
▶ 27日㈭ 13:15 郡築小 14:05 八千把公民館 14:30 海士江西村ビル　  　　   ▶ 28日㈮ 9:40 鏡しらぬい保育園 10:15 鏡体育館 10:45 古閑出JA倉庫

図書資料の返却を忘れずに　▶図書の貸出期間は、借りた日を含めて15日間です。多くの人が利用できるよう、早めの返却をよろしくお願いします。
施設点検日、開館前、閉館後の本の返却は返却ポストへお願いします。

せ
ん
ち
ょ
う
分
館

市
立
図
書
館
本
館

か
が
み
分
館

移
動
図
書
館
巡
回
日
時

午前9時30分～午後８時（土日・祝日午後７時）

問合せ　市立図書館本館☎32-3385　せんちょう分館☎46-1901　かがみ分館　☎52-5567

厚
生
会
館
ホ
ワ
イ
エ
コ
ン
サ
ー
ト

【
髙
橋
佐
知
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
】

と　

き　

4
月
7
日
㈮　

午
後
1
時
～

【
コ
ー
ル
麦
島
コ
ン
サ
ー
ト
】

と
　
き
　

4
月
14
日
㈮　

午
後
2
時
～

【
ひ
な
げ
し
コ
ー
ル
＆
オ
カ
リ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
】

と　

き　

4
月
18
日
㈫　

午
後
2
時
～

【
村
井
智
子 
春
に
誘
わ
れ
て 

ピ
ア
ノ
弾
き
が
た
り
】

と　

き
　

4
月
21
日
㈮　

午
前
11
時
～

《
共
通
事
項
》

と
こ
ろ　

厚
生
会
館
ホ
ワ
イ
エ

入
場
料　

無
料

　
※
出
演
者
、
随
時
募
集
。
プ
ロ
・
ア
マ
問
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

厚
生
会
館
☎
32
３
１
９
６

イ
ベ
ン
ト

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ
短
期
講
座

【
布
花
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
講
座
】

　

～
母
の
日
の
贈
り
物
に
～

と　

き　

4
月
21
日
㈮　

午
後
1
時
～
4
時

と
こ
ろ　

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ

費　

用　

受
講
料
４
０
０
円
、
材
料
費
７
０
０
円

準
備
物　

裁
縫
道
具
、
ペ
ン
チ
、
筆
記
用
具

講　

師　

石
川 

和
子 

氏

申
込
み　

来
館
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

　
※
託
児
無
料（
満
2
歳
か
ら
就
学
前
6
歳
ま
で
）受
付
時
に

　
　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ

　
　
　
　
（
市
働
く
婦
人
の
家
）
☎
35
６
４
６
０

広　　告
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２
月
13
日
、
や
つ
し
ろ
菜
の
花
フ
ァ
ー
ム

９
８
７
の
岡
初
義
代
表
ら
６
人
が
市
役
所
鏡
支

所
を
訪
れ
、
中
村
博
生
市
長
に
九
州
農
政
局

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
の
宝
」
に
選
ば
れ

た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
農
山
漁
村
が
有
す
る
地
域
資
源
を

活
用
し
た
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
の
中

で
、
優
良
な
事
例
を
九
州
農
政
局
が
選
定
す
る

も
の
で
す
。
同
フ
ァ
ー
ム
は
、「
日
本
文
化
い

草（
畳
）と
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
活
動
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、
菜
の
花
を
活
用

し
た
循
環
農
業
や
畳
の
よ
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

イ
ベ
ン
ト
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
の
開
催
な
ど

の
活
動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
代
表
は
「
農
業
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ

な
産
業
団
体
と
連
携
し
、
八
代
の
活
性
化
を
図

り
た
い
」
と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

元
五
輪
日
本
代
表
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

タ
ー
鈴
木
明
子
さ
ん
が
出
張
体
験
型
授
業
「
ス

ケ
ー
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
の
た
め
、
2
月
24
日
に

郡
築
小
学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
タ
ー
が
努
力

す
る
こ
と
や
夢
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
児
童

に
伝
え
る
と
と
も
に
、
実
際
に
ス
ケ
ー
ト
靴
を

履
い
て
一
緒
に
滑
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
鈴
木
さ
ん
が
「
失
敗
し
て
も
諦

め
ず
、
何
度
で
も
立
ち
上
が
ろ
う
。
で
き
な
い

こ
と
が
あ
る
と
き
に
原
因
を
考
え
て
、
再
び
挑

戦
す
る
こ
と
が
大
事
。
そ
し
て
、
周
り
の
人
と

支
え
合
っ
て
、大
き
な
夢
を
つ
か
ん
で
ほ
し
い
」

と
自
身
の
体
験
を
も
と
に
語
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
5
・
6
年
生
が
樹
脂
製
の
ス
ケ
ー

ト
リ
ン
ク
で
ス
ケ
ー
ト
体
験
。
鈴
木
さ
ん
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
滑
り
ま
し
た
。

　　▲鈴木明子さんの指導のもと、楽しく滑る児童たち

▲表敬に訪れたやつしろ菜の花ファーム987の皆さん

夢に向かって努力を
スケートキャラバン

ディスカバー農山漁村の宝に選定
やつしろ菜の花ファーム 987

Town
   opics

笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

の だいわま ち
Town
   opics

笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

の だいわま ち

　

2
月
20
日
、
八
代
小
学
校
体
育
館
で
塩
屋
町

笠
鉾
「
迦か

り
ょ
う
び
ん
が

陵
頻
伽
」
の
寒
干
し
が
行
わ
れ
、
同

校
の
全
児
童
が
見
学
し
ま
し
た
。

　

寒
干
し
は
、
乾
燥
し
た
冷
た
い
空
気
に
さ
ら

し
て
笠
鉾
の
湿
気
や
虫
を
取
り
除
く
作
業
の
こ

と
で
、
妙
見
祭
や
笠
鉾
に
少
し
で
も
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
、後
継
者
育
成
に
繋
げ
よ
う
と
、

2
年
前
に
公
民
館
か
ら
小
学
校
に
場
所
を
移
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ー
ト
の
上
に
並
べ
ら
れ
た
部
品
に
児
童
た

ち
は
興
味
津
々
。
部
品
の
近
く
ま
で
寄
っ
て

じ
っ
く
り
と
観
察
し
、
積
極
的
に
質
問
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

6
年
生
の
内
田
耀
介
さ
ん
は
「
部
品
が

２
２
０
個
あ
る
こ
と
や
笠
鉾
が
3
時
間
で
組
み

立
て
が
で
き
る
こ
と
に
と
て
も
驚
き
ま
し
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

▲並べられた部品をじっくりと観察する児童たち

笠鉾を間近で見学
塩屋笠鉾「迦陵頻伽」寒干し

　

清
流
に
囲
ま
れ
た
山
村
集
落
で
あ
る
坂
本
町

の
鶴つ

る
ば
み喰
地
区
で
、
八
代
地
域
の
中
山
間
地
域
で

初
と
な
る
農
事
組
合
法
人
「
鶴
喰
な
の
花
村
」

が
設
立
さ
れ
、
2
月
24
日
、
さ
か
も
と
温
泉
セ

ン
タ
ー
「
ク
レ
オ
ン
」
で
構
成
員
農
家
と
関
係

機
関
な
ど
約
50
人
が
集
ま
り
設
立
総
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

本
地
区
は
、食
味
が
良
い
と
さ
れ
て
い
る「
鶴

喰
米
」
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

高
齢
化
に
伴
い
、
農
業
・
農
村
の
維
持
が
難
し

い
状
況
と
な
り
、
地
区
の
農
業
を
存
続
さ
せ
よ

う
と
地
区
内
の
農
家
が
農
地
約
8 

ha
の
集
積
を

図
り
、
農
作
業
や
施
設
の
共
同
化
で
効
率
化
を

目
指
そ
う
と
法
人
化
し
ま
し
た
。

　

松
村
梅
雄
代
表
理
事
は
「
菜
の
花
を
す
き
込

ん
で
有
機
肥
料
と
し
た
鶴
喰
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
目
指
し
た
い
」
と
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

八代地域の中山間地域で初
農事組合法人「鶴喰なの花村」設立

▲設立総会に出席した組合員
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市ホームページの「まちのわだい」は他の話題も掲載（随時更新中） 笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

サイクリングを楽しむ
八代海北部沿岸周遊「ぐるりんサイクリング」

観光の目玉に
船頭研修会

トマトの祭典
やつしろ TOMATO フェスタ

耳や言葉が不自由な人のために
「電話お願い手帳」を贈呈

八代城の魅力を学ぶ
八代城跡石垣修復見学会

▲ぐるりんサイクリングに出発する参加者▲全長8mの遊覧船を進める参加者▲毎年恒例のトマト早食い大会

▲電話お願い手帳を手渡す磧信男支店長（左）▲被災した廊下橋門跡石垣を見学する参加者
　

2
月
28
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
八
代
支
店
の
磧
信
男
支

店
長
ら
が
市
役
所
鏡
支
所
を
訪
れ
、「
電
話
お
願
い
手

帳
」
を
中
村
博
生
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
社
が
社
会
貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て
毎

年
行
っ
て
お
り
、今
年
で
35
回
目
。「
電
話
お
願
い
手
帳
」

は
耳
や
言
葉
が
不
自
由
な
人
が
電
話
を
か
け
る
、
道
を

確
認
す
る
な
ど
の
必
要
な
と
き
に
周
り
の
人
に
お
願
い

し
た
い
こ
と
を
伝
え
る
た
め
の
手
帳
で
す
。

　

磧
支
店
長
は
「
手
帳
以
外
に
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

対
応
し
た
ア
プ
リ
版
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

携
帯
電
話
で
ア
ク
セ
ス
し
て
利
用
で
き
る
Ｗ
ｅ
ｂ
版
も

あ
る
の
で
ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

3
月
4
日
、
国
史
跡
で
あ
る
八
代
城
跡
の
石
垣
修
復

見
学
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
石
垣
の
修
復
箇
所

を
公
開
し
、本
丸
跡
石
垣
を
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
で
、

八
代
城
の
魅
力
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

厚
生
会
館
の
芝
生
広
場
で
、
市
文
化
振
興
課
職
員
か

ら
熊
本
地
震
後
の
市
内
文
化
財
の
状
況
や
約
４
０
０
年

前
に
地
震
で
倒
壊
し
た
麦
島
城
な
ど
の
説
明
後
に
、
今

回
の
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
石
垣
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

修
復
方
法
や
熊
本
城
と
の
石
組
み
の
違
い
に
つ
い
て

の
説
明
に
参
加
者
は
終
始
聞
き
入
り
、
疑
問
点
が
あ
れ

ば
質
問
を
し
て
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

2
月
18
日
、
八
代
市
、
氷
川
町
、
宇
城
市
、
上
天
草

市
の
八
代
海
北
部
沿
岸
地
域
を
自
転
車
で
巡
る
「
ぐ
る

り
ん
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
八
代
海
北
部
沿
岸
地
域
に
お
け
る
観
光
資

源
の
共
有
や
、
交
流
の
促
進
を
図
る
た
め
に
試
験
的
に

開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

コ
ー
ス
は
、
八
代
よ
か
と
こ
物
産
館
と
上
天
草
市
の

リ
ゾ
ラ
テ
ラ
ス
天
草
の
2
カ
所
か
ら
出
発
し
、各
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
を
経
由
し
て
、
チ
ャ
ー
タ
ー
船
で
海
を
渡

り
、出
発
点
に
戻
る
約
70
㎞
の
道
の
り
で
す
。
各
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
を
通
過
す
る
以
外
は
自
由
で
、
各
自
が
考

え
た
コ
ー
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
走
り
ま
し
た
。

　

国
指
定
史
跡
で
あ
る
八
代
城
跡
の
お
堀
に
、
3
月
下

旬
か
ら
遊
覧
船
を
浮
か
べ
る
計
画
に
伴
い
、2
月
24
日
、

同
お
堀
で
そ
の
船
頭
の
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
八
代
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
の
大
幅
な

増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
遊
覧
船
を
浮
か
べ
る

こ
と
で
、
国
内
外
の
旅
行
客
の
増
加
と
地
域
活
性
化
の

推
進
を
目
的
と
し
て
お
り
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
日
の

他
、
週
末
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

研
修
会
で
は
、
福
岡
県
柳
川
市
か
ら
招
い
た
現
役
船

頭
が
竹
竿
や
体
の
使
い
方
な
ど
を
説
明
。
参
加
者
は
長

い
竹
竿
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
船
を
進
め
た
り
、
方
向
転

換
の
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

2
月
26
日
、
第
5
回
や
つ
し
ろ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
フ
ェ

ス
タ
が
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
内
で
開
催
さ
れ
、
買
い
物
客

や
親
子
連
れ
な
ど
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
タ
は
、
日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
八
代

の
「
冬
ト
マ
ト
」
の
認
知
度
向
上
と
消
費
拡
大
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
「
く
ま
モ
ン
」

や
「
と
ま
ピ
ン
」
な
ど
が
コ
ラ
ボ
し
た
ダ
ン
ス
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
披
露
、
毎
年
恒
例
の
ト
マ
ト
早
食
い

大
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
産
の
ト
マ

ト
や
野
菜
を
使
用
し
た
鍋
の
振
る
舞
い
に
は
、
長
蛇
の

列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

八代史談会歴史探訪
妙見神ゆかりの地を巡る

▲「木造阿弥陀如来坐像」を拝観する参加者
　

3
月
4
日
、「
妙
見
神
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
」
が
開

催
さ
れ
、
約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
八
代
妙
見
祭
の
神
幸
行
事
が
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、
市
民
に

妙
見
祭
へ
の
理
解
と
知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
八
代

史
談
会
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

八
代
史
談
会
名
誉
会
長
の
松
山
𠀋
三
さ
ん
の
案
内

の
も
と
、八
代
神
社
を
出
発
。
霊
符
神
社
、御お

こ
そ
で
づ
か

小
袖
塚
、

懐か
ね
な
が
し
ん
の
う

良
親
王
御
陵
、階か

い
げ下
釈
迦
堂
な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。
ま

た
、階
下
釈
迦
堂
で
は
、妙
見
神
の
伝
承
に
関
連
す
る
と
考

え
ら
れ
る
亀
蛇
の
台
座
に
乗
っ
た
「
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐

像
」を
拝
観
し
、妙
見
祭
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
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の だいわま ち

真っ赤なトマトをいっぱい食べて
JAやつしろ トマト贈呈式

100歳おめでとうございます

▲真っ赤に熟れたトマトを受け取る園児たち
　

3
月
16
日
、
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
北
部
野
菜
果
実
選
果
場

利
用
組
合
の
組
合
員
ら
6
人
が
、
鏡
校
区
内
の
8
保
育

園
を
訪
問
し
、
は
ち
べ
え
ト
マ
ト
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
約

１
５
０
kg
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
元
八
代
の
特
産
品
で
あ
る
ト
マ
ト
の
美

味
し
さ
を
実
感
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
で
贈
ら

れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
4
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

鏡
保
育
園
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、
同
組
合
の
太

江
田
雄
一
組
合
長
が
「
ト
マ
ト
に
は
風
邪
に
強
く
な
る

栄
養
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
食
べ
て
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
園
児
全
員
が
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

永
碇
町
で
4
人
き
ょ
う
だ
い
の
長
女
と

し
て
生
ま
れ
育
っ
た
千
代
子
さ
ん
。

　

19
歳
の
と
き
に
結
婚
し
、
農
業
を
し
な

が
ら
3
人
の
子
ど
も
を
育
て
ま
し
た
。

　

編
み
物
が
得
意
で
、
レ
ー
ス
で
テ
ー
ブ

ル
か
け
を
作
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
「
３
食
き
ち
ん
と
食
べ

て
、
間
食
を
し
な
い
こ
と
」。

　

高
田
校
区
の
農
家
に
生
ま
れ
育
っ
た
シ

ヅ
エ
さ
ん
。

　

独
学
で
和
裁
や
洋
裁
を
習
得
し
、子
ど
も

た
ち
の
洋
服
や
孫
た
ち
の
丹
前
も
作
り
ま
し

た
。ま
た
、正
月
に
は
餅
を
た
く
さ
ん
作
り
、

近
所
の
人
た
ち
に
配
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
「
よ
く
食
べ
て
、
大
き

な
病
気
を
し
な
か
っ
た
こ
と
」。

　

鏡
町
下
村
に
７
人
き
ょ
う
だ
い
の
長
女

と
し
て
生
ま
れ
育
っ
た
テ
ル
子
さ
ん
。

　

90
歳
ま
で
助
産
師
を
し
て
お
り
、
今
ま

で
に
２
０
０
０
人
の
赤
ち
ゃ
ん
を
と
り
あ

げ
、
2
世
代
に
渡
っ
て
お
世
話
に
な
っ
た

人
も
い
る
そ
う
で
す
。

　

か
か
さ
ず
日
記
を
書
く
テ
ル
子
さ
ん
の

長
寿
の
秘
訣
は
「
我
慢
を
し
な
い
こ
と
」。

橋本 テル子さん
（鏡町）

大正 6 年 3 月 14 日生

重本 千代子さん
（永碇町）

大正 6 年 2 月 12 日生

森山 シヅエさん
（古城町）

大正 6 年 2 月 20 日生

日奈久の夜空をを彩る大輪の花
八代版ふっこう割キャンペーンで花火

児童生徒の模範的な活動
八代市善行児童生徒表彰式

赤ちゃんにとって初めての大会
全国赤ちゃんハイハイ大会on the 畳

▲日奈久の夜空を彩る花火

▲表彰を受けた皆さん▲保護者のもとへ元気良くハイハイ

　

３
月
４
日
、
日
奈
久
ド
リ
ー
ム

ラ
ン
ド「
シ
ー
・
湯
・
遊
」で
約

３
０
０
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、市
と
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
つ
し
ろ

が
市
内
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
に
格
安

で
泊
ま
れ
る「
八
代
版
ふ
っ
こ
う

割
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ひ
と
つ
と
し

て
開
催
し
た
も
の
で
、温
泉
客
や
家

族
連
れ
な
ど
が
日
奈
久
の
夜
空
に

打
ち
上
げ
ら
れ
た
、さ
ま
ざ
ま
な
形

の
花
火
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

3
月
6
日
、
八
代
市
善
行
児
童
生
徒
表
彰
式
が
厚
生

会
館
で
行
わ
れ
、
市
内
小
中
学
校
の
3
個
人
、
5
団
体

が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
、

社
会
奉
仕
活
動
や
人
命
救
助
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
模

範
と
な
る
活
動
を
自
主
的
に
行
っ
た
人
を
表
彰
す
る
も

の
で
す
。
個
人
で
表
彰
を
受
け
た
第
一
中
学
校
の
入
田

琴こ
と
じ司
さ
ん
、
上
野
晶し

ょ
う

さ
ん
、
入
田
彪ひ

ょ
う
が雅
さ
ん
は
、
ク
ラ

ブ
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
中
に
3
歳
の
男
の
子
が
1
人
で
道
を

歩
い
て
い
た
の
を
発
見
。
周
囲
に
保
護
者
が
い
な
い
こ

と
を
確
認
し
、
近
く
の
保
育
園
ま
で
連
れ
て
行
き
、
大

人
に
引
き
継
い
だ
こ
と
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

3
月
11
日
、「
第
5
回
全
国
赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
大
会

on the 

畳
」が
イ
オ
ン
八
代
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、１
歳
未
満
の
歩
き
出
す
前
の
赤
ち
ゃ
ん
約

１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
組
5
人
の
赤
ち
ゃ
ん
が
ス
タ
ー
ト
か
ら
ゴ
ー
ル
ま

で
約
４
ｍ
を
ハ
イ
ハ
イ
し
ま
し
た
。
保
護
者
が
玩
具
や

食
べ
物
で
赤
ち
ゃ
ん
の
気
を
引
き
ま
す
が
、
微
動
だ
に

し
な
い
赤
ち
ゃ
ん
も
い
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も
食
べ
物
が

も
ら
え
な
い
と
泣
き
出
す
赤
ち
ゃ
ん
や
元
気
良
く
ハ
イ

ハ
イ
し
、
ゴ
ー
ル
で
待
つ
保
護
者
に
一
直
線
の
赤
ち
ゃ

ん
も
い
ま
し
た
。
み
ん
な
ゴ
ー
ル
す
る
と
保
護
者
に
抱

え
ら
れ
、
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
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◎デジカメ講座 写真展のお知らせ
期日／3 月 25 日㈯～ 4 月 10 日㈪
場所／市立図書館2階展示コーナー
内容／サンライフやつしろ主催講座のデ
　　　ジカメ講座受講生の作品展示と
　　　「私たちの見た妙見祭」の写真展示
　　　入場無料
問合せ／平岡☎090-6630-3967

◎五ヶ瀬町の町おこし視察研修 参加者募集
日時／4 月 7 日㈮　午前 9 時集合
集合場所／代陽公民館
内容／町おこしに携わった人による講話
対象／65 歳以上の人
定員／10 人
費用／4,000 円（交通費・保険代を含む）
問合せ／有野☎38-3450

◎花華写真四人展
期日／4 月 22 日㈯～ 5 月 15 日㈪
場所／市立図書館 2 階展示コーナー
内容／花と花のある風景写真40点を展示
　　　入場無料
問合せ／八代市写真愛好会 白木☎33-5272

◎第 3 回パノラマウォーキング
　旧高田校区総合型スポーツクラブ「リ・
クリエート」設立準備委員会がパノラマ
ウォーキングを開催します。
日時／4 月 23 日㈰
　　　午前 10 時～午後０時 30 分
　　　（午前 9 時 30 分から受付）
集合場所／球磨川河川緑地
内容／遙拝神社周辺で高田校区を眺めな

　がらのウォーキング（小雨決行）
対象／どなたでも（ベビーカーや車椅子

　の人も可）
定員／先着100 人程度
費用／一般1,000 円、中学生以下 500

　円、未就学児 100 円（おにぎり代・
　保険料・参加賞を含む）

問合せ／やつしろ総合型クラブ「リ・ボン
　ズ」 村上☎090-9584-6652

◎日奈久断層の現状に関する講話
日時／4月28日㈮　10時～11時30分
場所／代陽公民館
内容／新聞記者による講話
対象／どなたでも
定員／30 人
費用／無料
問合せ／有野☎38-3450

◎歌の街へようこそ！
～東北・ふるさと熊本に心を寄せて～
日時／4月28日㈮　午後1時30分開演
場所／やつしろハーモニーホール
内容／ピアノの弾き語りなど
費用／チャリティー金1,000 円
問合せ／歌の案内人
　　　村井☎090-9597-2350

◎あすなろバドミントンクラブ 会員募集
日時／毎週火・木曜日
　　　午前 10 時～午後 1 時
場所／市総合体育館小アリーナ
対象／どなたでも
費用／会員：月 1,000 円
　　　ビジター：300 円
問合せ／あすなろバドミントンクラブ
　　　西田☎090-9583-1592

◎平成29年度「不動産鑑定評価の日」
　不動産無料相談会
日時／4月14日㈮　午前10時～午後3時
場所／やつしろハーモニーホール
　　　第 3 小会議室
内容／不動産鑑定士による土地評価や、

　その他不動産に関する無料相談
対象／不動産に関心のある人
費用／無料
問合せ／熊本県不動産鑑定士協会
　　　☎096-385-5020

◎八代妙見祭・ユネスコ無形文化遺産への道のり
日時／4 月 16 日㈰　午後３時
場所／やつしろハーモニーホール
内容／昨年、ユネスコ無形文化遺産に登
　　　録された八代妙見祭。元市職員が、
　　　登録までの苦労と秘話について講
　　　演をします。
定員／100人　入場無料、事前申込不要
問合せ／八代史談会 原岡☎090-2688-2441

◎松中信彦講演会 「ひたむきな野球人生」
日時／4月22日㈯　午後2時30分～4時
場所／やつしろハーモニーホール
　　　入場無料、要整理券
整理券配布先・問合せ／タキガワ☎32-3866
　　　　　　　　（毘舎丸町6-19）

◎八代高等学校 八代中学校
　吹奏楽部・合唱部 合同定期演奏会
日時／5 月 5 日㈷　午後 2 時開演
場所／やつしろハーモニーホール
内容／八代高等学校と八代中学校の吹

　奏楽部と合唱部による合同定期
　演奏会。入場無料

問合せ／八代高等学校 八代中学校
　　　吹奏楽部・合唱部☎33-4138

◎秀岳館高校 一般陶芸開校講座
日時／5月11日㈭～ 7 月 20 日㈭の毎週

　木曜日　午後 4 時 30 分～ 7 時
場所／秀岳館高校 建設科実習室
内容／一般向け陶芸教室
　　　手びねりやロクロなど
対象／16 歳以上
定員／30 人
費用／総額6,000 円
問合せ／5月8日㈪までに往復ハガキで秀

　岳館高校建設工業科陶芸教室まで
　（〒866-0881 興国町 1-5）

　　　☎33-5134

◎音声訳（朗読）ボランティア養成講座
日時／5月8日㈪～7月10日㈪の毎週月曜

午前 10時～正午（全 10回）
場所／市総合福祉センター 2 階
内容／音声訳に必要な基礎技術の習得
対象／修了後、「萌の会」で活動できる人
費用／無料
問合せ／市社会福祉協議会☎62-8228

◎英語対訳で読む「源氏物語」
日時／隔週土曜日 午前10時～11時30分
場所／八千把公民館
内容／4 月から「葵」（あふひ）の巻を古文

　と英語訳で読みます
対象／どなたでも
費用／1 回 700 円
　　　（テキスト代・会場使用料を含む）
問合せ／坂本☎51-5018

◎第22回球磨川センチュリーライド開催
　球磨川河川緑地を発着点としたサイク
リングを開催します。参加者は球磨村まで
の球磨川沿いをサイクリングします。沿線
にお住まいの人にはご迷惑をおかけしま
すが、参加者への声援をお願いします。
期日／4 月 2 日㈰
場所／球磨川河川緑地
問合せ／熊本県サイクリング協会
　　　岩永☎096-352-3878

◎ボランティア募集と事前研修会
日時／4月13日㈭　午後1時30分～3時
場所／TMCキャリアアップスクール
　　　（錦町 17-13）
内容／松浜軒でのお抹茶接待や庭園ガイ

　ドボランティアの研修
対象／どなたでも（茶道経験なしでも可）
定員／20 人　費用／無料
問合せ／やつしろ茶和の会ボランティア研
　　　修会事務局 真木☎34-3939

◎マタニティスイミング教室
日時／4・5 月の毎週火・金・土曜日
　　　午前11時30分～午後0時30分
　　　（祝日と第 5 週目は休み）
場所／KSG 八代（井上町 443-1）
内容／マタニティ時の運動不足や体重管理、
　　　ストレス解消を目的にプールで運動
対象／16 週以上経過している妊婦
定員／先着 8 人
費用／1 回 500 円
その他／レンタル水着あり
　　　産婦人科医の許可証明が必要です
問合せ／ KSG 八代☎32-1110

◎八代少年少女合唱団 第43回定期演奏会
日時／5 月 4 日㈭
　　　午後2時開演　午後1時30分開場
場所／厚生会館
費用／1,000 円（全席自由）
　　　小学生未満は無料
その他／第44期団員を募集しています。幼稚

　園児から小学生までの男女児が対象
　です。中学生以上は要相談

問合せ／八代少年少女合唱団事務局
　　　森☎090-3734-0087

◎市老人クラブ パソコン趣味講座と会員募集
日時／月2回（日曜日）　開催日は要確認
　　　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
場所／ NTT 八代支店 3 階会議室
内容／パソコン講座を翌年の 3 月まで

　に 20 回開催
対象／町内に老人会がなく、趣味（パソ

　コン）講座がない人
費用／パソコン講座　1,500 円／年
　　　老人会年会費　1,000 円／年
問合せ／趣味（パソコン）講座
　　　久保田☎090-9591-0857

伝言板
伝言板は、八代市内の団体・サークル・グループ・
愛好会などが、非営利（宗教・政治・営業以外）
で行う活動などの情報を掲載するコーナーです。
仲間募集やイベント告知などにご利用ください。
内容に関するお問合わせは、直接情報提供者へ。
★6月号の掲載申込は、4/1 ㈯～ 18 ㈫です。
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　「白鳥の湖」「眠りの森の美女」などクラ
シックバレエの名作、名場面を集めたガラ
コンサートをこの機会にぜひお楽しみくだ
さい。

問合せ　厚生会館☎ 32-3196

タラス・シェフチェンコ記念
ウクライナ国立バレエ

「キエフ・バレエ」
八代公演

と　き　８月１日㈫　午後6時30分開演
　　　　　　　　　　（午後6時開場）
ところ　厚生会館
入場料　全席指定
　　　　Ｓ席 5,500 円
　　　　Ａ席 4,000 円
　　　　（チケット発売中）
プレイガイド
　厚生会館、鏡文化セ
ンター、メガネのみやざき、庄野学生堂八
代店、珈琲店ミック、日奈久ゆめ倉庫、
ローソンチケット［Ｌコード 83064］、
チケットぴあ［Ｐコード 457-205］

　平成28年熊本地震により、やつしろハーモニーホール
へ移設している証明書の自動交付機を本庁仮設庁舎に移設
し、4月19日㈬から稼動します。

問合せ　市民課☎ 33- 4110

￭利用には、八代市証明書交付カード（がめさんカード）と
　暗証番号（4 桁の数字）が必要です。
￭暗証番号を 3回間違えた場合や暗証番号が分からない場
　合は、本人が市民課の窓口へお越しいただき、手続きが
　必要となります。
■市では、証明書のコンビニ交付サービスも開始していま
　す。コンビニ交付には、マイナンバーカードが必要です。

【自動交付機利用の注意点】
①設置場所が変わります
　ところ　本庁仮設庁舎守衛室内
②利用できる時間が変更になります
　利用時間　午前7時～午後8時
　※今までの利用時間帯と変わりますので、ご注意ください
③利用できない日があります
　と　き　4月18日㈫　（移設のため）
　　　　　12月29日～翌年1月3日

4月19日㈬から
証明書の自動交付機を移転
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「八代舟出浮き」4月からはじまります

八代市の海のレジャーといえば、

「八代舟出浮き」

間近で八代伝統の漁を見学し、新鮮な

海の幸を無人島で堪能できます


